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▲注意

　安全のため、ご使用前
　に必ずこの取扱説明書
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本機の運用について

本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。

このたぴ、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて

下記のような監視が必要になりました。

1．監視方式

　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機の操作パネル部に

　貼り付けている（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式で

　の監視が必要になります。

＜常時監視方式＞

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方

　式。

＜随時巡回方式＞

　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態

　を監視する方式。

（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い

①「新適合マーク』が貼り付けられている場合

　　く常時監視方式＞もしくはく随時巡回方式＞あいずれでも運用ができます。

　　ただし、「外部燃料タンク』を接続して外部から燃料を連続供給できるよう

　　に施設した場合は、＜常時監視方式＞で運用する必要があります。

　　（＜随時巡回方式＞での運用はできません）

　②r新適合マーク』が貼り付けられていない場合

　　く常時監視方式＞で運用する必要があります。

　　マねあ

辱囚
　　　　　　議鑑
　　　　　　噂0』O
（社）日本内燃力発電設備協会

　　　認証晶

新適合マーク

（2）本機を工事現場等に施設する条件

　本機はく常時監視方式＞＜随時巡回方式＞に関わらず下記のように施設してください。

①一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。

　②工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ

　　さい。

，2、保護機能の追加について

　r新適合マーク』が貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。

　（1）エンジン過回転防止機能

　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。

　（2）エンジンの異常停止によるブレーカー自動遮断機能（並列運転時）

　　　並列運転機能が装備されている移動用発電設備では、並列運転時にエンジンが與常停止した場合、

　　　ブレーカーを自動遮断させます。



はじめに

　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただ
き、まことにありがとうございます。

○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも
　のです。
　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に
　は必ずこの取扱説明書をお読みください。

○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従
　った取り扱い、届け出を行ってください。
　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所
　　にご相談ください。

○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ
　る人が行ってください。

○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。

○取扱説明書は、いつでもご覧いただけるように大切に保管してください。

■この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。

愈危険、取り扱し、を誤ると、死亡また腫傷を負う可能性がある場合．

▲注意、取り扱いを誤ると、中程度の傷害や軽傷を負う可能性がある場

　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。

＜注意＞：その他の注意事項。

○　『▲注意』に記載した事項でも、状況によっては重大な事故に結びつく可能

　性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってくだ

　さい。

1．安全上の注意

愈危険，排気ガス中毒

　　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの
　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。

中は出力端子部に触れないでください。
中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだ
の

セントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。
中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。
工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれ
つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断
を装備していないときより危険な状態となります。
機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接
子と外箱接地端子は必ず接地してください。
による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期
測定してください。
端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずブレー
をrO　F　F』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを抜い
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　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ
　　　　　さい。
　　　　O点検・整備を行うときは必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜
　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく
　　　　　ださい。

愈危険，けが

　　　　O運転中は扉類を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな
　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

▲注意：排気ガス中毒

　　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。

▲注意、目や皮膚の障害

　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な
　　　　　　どに付着させないでください。
　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは
　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。

▲注意：爆発

　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで
　　　　　　ください。
　　　　Oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた
　　　　　　り火気を近づけないでください。

は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うとき
ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。
、エンジンが冷えてから行ってください。
やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、
もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。
ラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃
ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだ
ロ

は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転して
さい。

出力を屋内配線に接続しないでください。
用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。
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動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。
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2．仕様

2－1．諸元

項　　目 単位 DG450Ml DG600Ml DG900MI

発
　
電
　
機

発電方式 一 回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式

定格容量 kVA 37 45 50 60 75 90

kW 30 36 40 48 60 72

定格電圧 V 200／220

定格電流 A 107 118 144 157 217 236

定格周波数 Hz 50／60
定格回転速度 min－1 1500／1800
回路方式 一 3相4線式（単相コンセント付き）

力　　　　率 ％ 80

絶縁階級 一
F種

励磁方式 一
自励式（ブラシレス）

極　　　　数 一
4極

エ
　
ン
　
　
ジ
　
　
ン

名　　　　称 一 立形水冷4サイクルディーゼル機関

型　　　　　式 一 いす璽

B－4BG1

　いすy

BB－4BGIT

いす§

A－6BGIT
シリンダ数一内径×行程 mm 4－105×125 6－105×125

連続定格出力 kW｛PS｝ 34。5｛46．9｝　41．5｛564｝　48．5｛66．0｝　58．1｛79．0｝ 73．1｛99！“91．21124｝

回転速度 min－1 1500／1800
総行程容積 L 4，329 6，494

燃焼方式 一 直接噴射式 直接噴射式（過給機付）

冷却方式 一 ラジエーター水冷式

潤　滑方式 一 歯車ポンプによる強制潤滑式

始動方式 一 セルスターター方式

使用燃料 一 軽油又はA重油（1）

使用潤滑油 一 CD級以上
燃料タンク容量 L 100 125 215

潤滑油量 L 14．2 20

冷却水量 L 27
セルモーター容量 V－kW 24－4．5

オルタネーター容量 V－A 24－20 24－30

バッテリー 一 95D31R×2

外
形
寸
法

長　　　　　さ mm 1880 1990 2750

幅 mm 880 880 1000

高　　　　さ mm 1240 1240 1400

乾燥質量 kg 1150 1200 1750

装備質量 kg 1283 1354 1990

注（1）A重油も使用できますが、排出ガス対策型建設機械には適合しません。
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2－2．周囲条件

　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない

　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。

■周囲温度

■相対湿度

■標高

一15℃～40℃
80％以下

300m以下

3．用途【
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　4－1．外観および各部の名称
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　バッテリー　オイルフィルター

オイルゲージオイルフィラキャップ　ロープ掛金具

　発電機点検扉

　工アクリーナー

　出力端子カハ㌧

単相出力端子

　外箱接地端子

漏電接地用
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4－2．制御盤の各部の名称

（DG450MI，DG600MI）

（DG900MI）
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6　　　　　　7　　　11　　4　　　8　　　12　　14　　17　19　　18

NG 名称 Nα 名称

① 三相ブレーカー ⑪ 電流計切替スイッチ

② 発電機電圧計 ⑫ 電圧調整器

③ 発電表示灯 ⑬ 冷却水温計

④ 漏電警報器 ⑭ 潤滑油圧力計

⑤ パネルライト ⑮ 回転計（積算時間計内蔵）

⑥ 発電機電流計 ⑯ 非常停止ボタン

⑦ 発電機周波数計 ⑰ 予熱表示灯

⑧ パネルライト用スイッチ ⑱ スタータースイッチ

⑨ 電圧計切替スイッチ ⑲ 調速ハンドル

⑩ モニター表示灯 ⑳ 単相ブレーカ
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5．装備

5－1．モニター表示灯

團團国圓固回
　　　1n鵬　　㎝E　鳥㎜㎜既1丁㎜r回1加

本機は、　『冷却水温』　『エンジン油圧』　『バッテリー充電』　『エアーフィ

ルター目詰まり』『バッテリー液量』『燃料』のモニターランプを装備し

ています。

本機が正常であれば、スタータースイッチを『停止』から『運転』の位置

にすると『エンジン油圧』『バッテリー充電』のランプが点灯し、エンジ

ンを始動するとすべてのランプが消灯します。

運転中、　『冷却水温』　『エンジン油圧』いずれかに異常が発生すると、モ

ニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。

自動停止した場合は、いったんスタータースイッチを『停止』の位置にも

どしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止す

るときのモニターランプの点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてくださ
い。

（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）

ゆ危険：けが

　　　O運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

▲注意，やけど

　　　O運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ
　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

　　　　　運転中に冷却水の温度が105℃以上に上昇すると、冷却水温モ

國1鰯1難1蕪獄llll臨無
冷却水温　検』参照）

W慨R　TEMP　規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷

　　　　　却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行

　　　　　ってください。

＜注意＞

　　O冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーターと

　　　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。
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（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）

愈危険、けが

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト
　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

▲注意，やけど

　　　O運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触

　　　　れないでください。

　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停

　　　　止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイル
　　　　ゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹

　　　　き出します。

團
エンジン油圧

肌PRESS

運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c司以下に

下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停止
します。

そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを

上限レベルまで給油してください。

＜注意＞

　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。

　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　（『8－1．エンジ

　　ンオイルの点検』参照）

（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）

圃繊饗1醗二蒲lll叛講
　。　　　　社営業所にこ連絡ください。
　ハッテリ充電

　0朋R旺
　く注意＞

　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不

　　　足を検知することはできません。　（r8－6．バツテリーの点検』

　　　参照）

（4）エアーフィルターモニターランプ（フィルター目詰まり）

愈危険：けが

　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベル
　　　　　トなどの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

▲注意：やけど

　　　O運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、
　　　　　触れないでください。
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圓驚lli講lll認1警鏡
エァフィルタ　レメントの清掃または交換を行ってください。

AIRn㎜　　　（『10．点検・整備』参照）

（5）バッテリー液量モニターランプ（バッテリー液面低下）

▲注意、目や皮膚の障害

　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣
　　　　　服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多量

　　　　　の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受け

　　　　　てください。

▲注意：爆発

　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしな
　　　　　いでください。

　　　Oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさ
　　　　　せたり火気を近づけないでください。

團
　
㎜

　
　
　
　
　
　
B

バッテリー液が少なくなってくるとバッテリー液量モニターラ

ンプが点灯します。

点灯したら、すみやかに蒸留水を補給してください。

　　　（『8－6．バッテリーの点検』参照）

（6）燃料不足モニターランプ

▲注意：火災

　　　O本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行う
　　　　　ときは必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくだ

　　　　　さい。また、エンジンが冷えてから行ってください。

　　　O燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、燃料
　　　　　もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。

圃鷺1鵯蕪欝1野ラン
　燃料
既LLEVEL
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5－2．計器類

エンジン用計器

（1）回転計

囮㎜

エンジンおよび発電機の回転速度を示します。発電機の周

波数は、1500min－1のとき50Hzで、　1800mir1のとき

60Hzとなります。

（2）積算時間計（回転計に内蔵）

㎜喩圃 運転時間を示します。定期点検の時問管理の目安にして下

さい。なお、エンジンが運転・停止状態にかかわらずスタ

ータースイッチが『運転』位置の状態であれば、積算計は

作動しますので注意してください。

（3）水温計

0。C

ー
ノ
、禦

エンジン冷却水の温度を示します。使用条件により異なり

ますが、運転中おおむね75～90℃を示しているのが正常で
す。

＜注意＞

　O水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング

　　状態（1000min－1）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく

　　ださい。

（4）油圧計

エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異な

りますが、運転中おおむね2．9～4．9×100kPa　l3～5kgf／c㎡｝を

示しているのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動

直後はそれ以上になることがあります。正常圧力になるま

で暖機運転をしてください。

発電機用計器

（1）電圧計

・…、“”砺ワ

　　　　V
　　　～

○

発電機の出力電圧（線間電圧）を示します。
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（2）電流計

発電機の出力電流（相電流）を示します。

（3）周波数計

、、““””1。019砺％’

　　　融

○

電源の周波数を示します。

（1）予熱表示灯

　　　　　　スタータースイッチを予熱の位置にすると約25秒で赤熱し、

（2）発電表示灯（制御盤の表示灯）

　　　　　　エンジン運転時、発電していることを示します。

　スイツチ

（1）スタータースイッチ

　　　　　　①停止
予熱停止運転　　　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。
聴始動　　　　　　　　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。
◎②悪を行う位置で凱

　　　　　　　く注意＞
　　　　　　　　　　Oエンジンを停止したままでこの位置で放置しない
　　　　　　　　　　　でください。バッテリーがあがります。

　　　　　　　③始動
　　　　　　　　エンジンを始動させる位置です。　『キー』から手を離す

　　　　　　　　と自動的に『運転』位置に戻ります。

　　　　　　　④予熱
　　　　　　　　寒冷時の始動性を良くするためにグロープラグを予熱す

　　　　　　　　る位置です。
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（2）パネルライトスイッチ

『パネルライト』を点灯するスイッチです。

スタータースイッチの『運転』位置で点灯できます。

（3）非常停止ボタン

エンジンを緊急停止させたいときに使用します。エンジン

が停止するまで押し続けてください。

　＜注意＞

　　○ボタンを押したままにしてください。2～3秒程度でエンジンが停

　　　止します。

　　○エンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチを『停止』の

　　　位置に戻してください。
（4）ブレーカー

N

●
』
DO
L

負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端

子に電圧が掛かります。負荷側の短絡や過負荷使用、また漏

電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。

＜注意＞

　O負荷の運転・停止を、 このブレーカーの操作で行わないでください。

（5）サーマルリレー

　過電流が流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。

　ブレーカーが作動したときは、レバーが『ON』と『OF　F』の中間位置
　になります。

　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。

尋　　　エンジンを停止します。

呂
　　　コントロールパネルを開け、サ

　　　ーマルリレーのリセットボタン

　　　を押します。

コントロールパネル

　　　　o函團
口工］・團o

　凹團o

哩go
oeΦ
o・◎

　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）

以上の操作で再びブレーカーを『ON』できる状態となります。

＜注意＞

　Oサーマルリレーの設定値は勝手に変えないで下さい。
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（6）電圧切替スイッチ

◎

スイッチを切り替えることにより、切り替えた線間（Rr

S・S－T・T－R）の電圧が電圧計に表示されます。

（7）電流切替スイッチ

◎

スイッチを切り替えることにより、．切り替えた相（R・

S・T）の電流が電流計に表示されます。

電圧調整器、調速ハンドル

（1）電圧調整器

》
、
鐘

発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計

方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低

方向）と下がります。

（2）調速ハンドル

固室ナット　廟遠ハンドル

熊1　、■電

　醜累　纂髄
リリー

護・巌
7イドリング◆一〇畜剛

く注意＞

エンジン回転を調整する調速ハンドルです。調速

ハンドルを時計方向に回すと回転速度が下がり、

反対方向に回すと上がります。運転中は調速ハン

ドルを固定ナットで固定してから使用してくださ

い。固定ナットを時計方向に回すと固定できます。

なお、リリースボタンを押したままで、調速ハン

ドルを押すとアイドリングに、引くことにより、

定格運転域となります。

O運転中は、かならず調整ハンドルを固定ナットで固定してください。

　固定しない場合、周波数（エンジン回転速度）が運転中に変動する

　ことがあります。

（3）漏電警報器（漏電リレー）

PO脚ERL蹴m

00
TEST　RESET

OO

負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断さ

せます。

（『7－3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）

13



5－3．燃料配管切替（三方弁）

臆▲
O配管工事中は必ずエンジンを停止してください。
○燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。

三方弁を切替ることにより、外部タンクから給油することができます。その

場合、搭載タンクは使用しません。

（1）搭載タンクを使用する場合

　本機出荷時、三方弁のレバーは”A”です。

　また、外部燃料給油口・戻り口はプラグ

　（PT3／8）を取り付けています。そのまま

　でご使用ください。

＜注意＞

　　O外部タンクからの配管をはずした時

レパー』

弁方冒一

『プ9グ‘背3ん

㌧

外郎熾糾臓　口

外郎臓料罠り口

A
－
懸

　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）

は、レバー位置を”A”とし、プラグを取り付けてください。

（2）外部燃料タンクを使用する場合

　外部燃料給油口・戻り口を外部タンクと

　接続し、三方弁のレバーを”B”にしてく

　ださい。

　外部燃料タンクから給油できます。

　作業手順は『9－5．外部燃料タンクと
　の接続』を参照してください。

外郎騨タンクヘ配賢

（図はDG450MI，600MI）

6，運搬・据え付け

6－1．運搬の方法

愈危険：けが

　　　O本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそ

　　　　れがあります。

（1〉吊り上げ方法

吊り金具を使用して吊り上げてくださ
い。

陶
　　　一・一1

14



（2）運搬

本機を運搬するときは、左右のロープ掛金具にロープを掛け、しっかりと

固定して行ってください。

〔コ

α
α

O一ブ掛金具

騨蕪鵜團

＜注意＞

　　O本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく

　　　ださい。乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。

6－2．据え付けの方法

愈危険：排気ガス中毒

　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま

　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで
　　　　　ください。

∠』注意：排気ガス中毒

　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。

▲注意：火災

　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運
　　　　転してください。

　　　Oマフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物
　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな

　　　　　いでください。

■本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。

■制御盤扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁などの障

　害物から1m以上離して設置してください。

＜注意＞P
　O本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし

　　て作られています。従って、それ以外の設置方法での使用は故障の

　　原因となりますので注意してください。

　Oラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物．を置かな

　　いでください。エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の

　　故障の原因になります。

　Oほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ
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るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますの

で、十分に保守・点検を行ってください。

7．負荷の接続

7－1．負荷ケーブルの選定

　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、

　十分な太さのケーブルを使用してください。

▲注意：物的損害

　　　O負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブル

　　　　が焼損することがあります。

　　　Oケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル間での電圧

　　　　降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低下や
　　　　作動不良、また故障の原因になります。

＜注意＞

　○ケーブル間での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ

　　　と長さを選定してください。

■負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式

　〇三相三線式の場合
　　　　　　　　1　　　長さ（ω
　電圧降下（V〉＝一　　×　　　　　　×電流（A）×4「3

　　　　　　　　58　　　　太さ（m孟）

　○単相二線式の場合
　　　　　　　　1　　　長さ（m）
　電圧降下（V）＝一　　×　　　　　　×電流（A）×2

　　　　　　　　58　　　太さ（m孟）

　　■負荷ケーブルの選定表

（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。

三相三線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：m孟）

　　長さ
電流 50m以下 75m 100m 125m 150m 200m
50A 8 14 14 22 30 30
100A 14 22 30 38 50 60
200A 38 閣50 60 80 100 125
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（例）　使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。

単相二線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合

（単位：m㎡）

　　長さ
電流 50m以下 75m 100m
10A 5．5 5．5 8
20A 8 14 22
30A『 14 22 22
50A 22 30 30
100A 30 50 60

7－2．負荷ケーブルの接続方法

愈危険：感電

　　　O出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずす

　　　　べてのブレーカーをrOF　F』にし、エンジンを停止し、エン
　　　　ジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業す

　　　　る人が保管してください。

▲注意：鹸

　　　O交流出力を屋内配線に接続しないでください。

＜注意＞

　○負荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かるように

　　接続してください。

　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機

　　の定格電流以下となるようにしてください。

　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく

　　ださい。

　○単相出力端子とコンセントはR相，丁相を使用しています。

（1）三相出力端子

　■三相負荷の場合

　　○端子電圧は200V／220V（50Hz／60Hz）です。

R　　S　　T

O　O　O

O

O

n
〉
鮪
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■単相負荷の場合

　○端子電圧は115V／127V（50Hz／60Hz）です。

R S T

O　　O　　O

O

○

　　　　　　　　　ロ　　ロ　　ロ
　　　　　　　　　昌昌《｝

　　　　　　　　　負荷　負荷　負荷

■単相負荷の場合

　○端子電圧は200V／220V（50Hz／60Hz）です。

O

　　　　　　　　　　　一」　　〕　　〕
　　　　　　　　　　　昌《｝昌

　　　　　　　　　　　負荷　負荷　負荷

（2）単相出力端子

　■出力端子およびコンセント

　　○端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。

　　〇三相出力を使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる

　　　電力は下記の通りです。

WI　　WO

ら巴 ○

U1－UO W1－WO
　l

CON3

一9）

COM

一9〉

合計

合計

計A口総

O　CON3，CON4は、DG600MIのみ装備しています。

機種ごとに以下のk　VAまで使用できます。（100V／110V）

U1－UO W1－WO CON1 CON2 CON3　　CON4 合計 総合計
DG450MI 7．5 7．5 1．5 1．5 設定無し 7．5 15

DG600MI 9．0 9．0 1．5 1．5 1，5　　1．5 9．0 18

DG900MI 10／11 10／11 1．5 L5 設定無し 10／11 20／22
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7－3．漏電遮断装置と接地の方法

愈危険、感電

　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。い
　　　　ずれか1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、

　　　　漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となりま

　　　　す。
　　　O使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断
　　　　用接地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。

　　　○接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。

　　　O漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ

　　　　さい。

本機は、感電事故防止のため漏電リレーより信号を受けてブレーカーを遮

断させる漏電遮断装置を装備しています。

使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮
断します。

漏電リレーの仕様は次の通りです。

　O定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）
　○作動時間　　　　O．1秒以内
く注意＞

　　○他の感度電流の漏電リレーも取り付け可能です。ただし、その場

　　　合必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なっ

　　　てきますので、別途弊社営業所にご相談ください。

　　　また感度電流30mAを超える場合（100，200，500mAなど）は、感電

　　　防止用としては不十分となります。その場合、各負荷ごとには感

　　　度電流30mA以下の漏電遮断器を取り付けてください。

　　　感度電流の選定に関する詳しい情報は、内線規定（㈱日本電気協
　　　会）の151．2項r漏電遮断器などの選定」を参照してください。

（1）接地工事

　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべ

てに第三種接地工事（接地抵抗500Ω以
下）を行ってください。

　○本機の漏電遮断用接地端子

　O本機の外箱接地端子
　○使用機器の金属製外箱
　く注意＞

濡電遮断用掻地端子　　　本機の外箱擾地1

鑓

アース棒

も

」 麗

　O使用機器に接地工事が行えない場合は、お求めの販売店か弊社営業
　　　所にご相談ください。
（2）作動確認

愈危険：感電．けが

　　　Oブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー
　　　　や使用機器のスイッチが『O　F　F』になっているこ≧を確認し

　　　　てください。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブ

　　　　レーカーの操作を行ってください。
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　始業前には、必ず作動確認を行ってください。

尋
　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ

　　　チが『O　F　F』になっていることを確認

　　　します。

ゼL本機の三相・単相ブレーカーがr・F

　　　F』になっていることを確認します。

　
　
工

　
　
て

　
　
つ

　
　
従

　
　
に

　
　
コ

　
　
備

　
　
準

　
　
転
。

　
　
運
す

　
　
・
ま

　
　
動
し

　
　
始
動

　
　
●
始

　
　
1
を

　
　
一
ン

　
　
9
ジ

　
　
『
ン

呂

　　三相ブレーカー
ミ’

1噂

、グ

＿難蹴

呂響び単相ブレーカーを『ON』にし

　　　漏電警報器のテストボタン（赤色）を押

呂　　　します。（このとき、漏電警報器の漏電　　　表示灯（赤色ランプ）が点灯し、三相

　　　　及び単相ブレーカーのレバーが『ON』

　　　と『O　F　F』の中間位置に移動すれば

　　　正常です。）

呂　　　リセットボタンを押します。　　　このとき、漏電表示灯（赤色ランプ）

　　　が消灯します。

（図はDG450MI，600MI）

電圧調整ダィヤル

　　O　　　　o

匡団
図囹
團＝＝・・

三相ブレーカ単相ブレーカ漏電警報器

（図はD900MI〉

鰍滋
　　　　糊

尋　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを　　　　（図はDG450MI〉　　　　『OF　F』の位置まで押し下げます。

　以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求

　めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。

（3）漏電遮断装置が作動した場合

　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（赤色ランプ）が点灯し、三

　相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『O　F　F』の中間位置になり

　ます。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰してくだ

　さい。　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）

尋　　　リセットボタンを押すか、エンジンを停止します。
ゼL三相及び単相ブレーカーのレバーをr・FF』の位置まで押し下げ

　　　ます。

　以上の操作で、再びブレーカーをrON』にできる状態となります。
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8．始業前点検

ゆ危険：感電．けが

　　　O点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行

　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してくださ

　　　　　い。

1』L注意，火災・やけど

　　　O点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで
　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。

▲注意：火災

　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

8－1． エンジンオイルの点検

　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせ

てお読みください。

オイル量の点検は、本機を水平にし、オ

イルゲージをいっぱいに差し込んで確認

してください。

始業前にはオイルを上限レベルまでオイ

ルフィラから給油しておいてください。

＜注意＞

　○本機が傾いた状態では、オイル量
　　　を正確に確認することができません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）

○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損することがありますので注意し

　　　てください。

（1）エンジンオイルの種類

　AP　Iサービス分類のCD級以上を使
　用してください。

（2）エンジンオイルの粘度

　オイルは外気温度に応じて適正な粘度

　　（表を参照）のディーゼル用エンジン

　オイルを使用してください。

　　　　　○粘度と気温との関係

下限レペル　上限レペル

／∠

U
7
0
鞭

H
Ψ
×
程

ジ
ト
（

レ
／

ヲイ
　
、

オ

．益．

温
）
気
㏄

　　　　1←SAE20120W→1　←SAE40
＜←一一一一SAE10W一一一一→〉　　＜一一一一一SAE30一一→

SAE　10W－30

＜←一一一一　SAE　15W－40120W－40
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（3）エンジンオイル交換油量

単位：L
潤滑油総量（フィルター容量を含む）

DG450MI。DG600MI 14．　2　（1．　2）

DG900MI 20（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　（）内はフィルタ容量を示す。

8－2．冷却水の点検

　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

愈危険：けが

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行

　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してくださ

　　　　　い。

▲注意：やけど

　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ
　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。

　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　　れないでください。

ラジエーターとサブタンクの冷却水量を

点検し、不足しているときは給水してく

ださい。

（1〉ラジエーターの点検・給水

尋
　　　ラジエーターキャップをはずします。

呂燃穿鉾水口の口元いっぱ　

母
　　　ラジエーターキャップを締め付けます。

ラジエーターキャッブ

ノ

～
給水o

　（2）サブタンクの点検・給水

尋
　　　サブタンク内の冷却水が『MA
　　　X』と『M　I　N』レベルの範囲

　　　にあるか点検します。

ゼL不足しているときは冷却水をrM

　　　AX』まで入れます。
　＜注意＞

（図はDG450MI，600MD

O冷却水は水道水などの水質の良好な軟水を使用してください。

○凍結のおそれがある場合は、ロングライフクーラント（L　L　C）を

　使用してください。　（工場出荷時は、混合率30％のL　L　Cを使用

　しています。）

Oサブタンクにも同混合率のL　L　Cを使用してください。

O　L　L　Cの混合率は、外気温度に応じて30～45％の範囲で使用し
　てください。
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O　L　L　Cは2年または400時間で交換してください。

　　　　　　　混合率の目安

外気温度 一15℃ 一20℃ 一30℃

混合率 30％ 35％ 45％

（3）冷却水量

単位lL
冷却水総量（サプタンク容量を含む）

DG450MI・DG600MI・1）G900MI 27（3）
はフタンク谷里を示　。

8－3．ファンベルトの点検

　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

ゆ危険：けが

　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行

　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してくださ

　　　　い。
　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト

　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。

▲注意：やけど

　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触
　　　　れないでください。

（1）ファンベルトの張り

　ファンプーリーとオルタネータプ

　ーリーの中間を指で押し（約

　98N｛10kg　f｝）『たわみ』が8～

　12mm以内なら適正です。

　（DG900MIは10～15mm以内）

（2）ファンベルトの状態

　ベルトに損傷がないか点検し、損

　傷がある場合は交換してください。

　＜注意＞

（　
　
　
殴

｛98N》

■

　　《　　　　ものロじ

　甲7ノ、・　たわみ量

警酎
グ

○ベルトの調整および交換は、別冊のエンジン取扱説明書に従ってく

　ださい。

8－4．燃料の点検

▲注意：火災

　　　○　燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。

燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。
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　＜注意＞

O燃料は、ディーゼル用J　I　S2号

　軽油（一5℃まで）を使用してく

　ださい。

○寒冷時は、ディーゼル用J　I　S3

　号軽油（一15℃まで）やJ　I　S

　特3号軽油（一25℃まで）を使
　用してください。

○給油口に装着してある燃料コシ網

　を必ず使用してください。

燃料コシ網

給油ロ

＼

タンクキャッブ

■

n

の

／
♂

O燃料は、満タンより控え目に給油してください。

8－5．燃料・オイル・冷却水もれの点検

▲注意：火災

　　　○燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理してく

　　　　ださい。

燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがない

かどうか、点検扉を開けて点検してください。

8－6．バッテリーの点検

▲注意：目や皮膚の障害

　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・
　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多
　　　　量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受
　　　　　けてください。

▲注意：爆発

　　　○バツテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしな
　　　　　いでください。

　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさ
　　　　せたり火気を近づけないでください。

尋耀議鎌謬膿鴇
　　　給します。

呂　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい
　　　るときは増し締めしてください。
　＜注意＞
　　○バッテリー液の比重が1．23以下の

端子

9999
　　，F甲重藍離

zし“o“

下阻レベル
上限レペル

ときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申し付

けてください。
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■バッテリーの交換方法

く注意＞

　○バッテリーは2個を直列に接続しています。バッテリーの交換や、

　　　ケーブルをはずすときは必ず下記の手順通りに行ってください。手

　　　順を誤りますとバッテリーがショートします。

（1）制御盤に向かって左側（以降左側）のバッテリーを交換する場合

　　　まず、制御盤に向かって右側（以

尋
　　　、降右側）のバッテリーの『一』側

　　　ケーブルをはずします。　（必ず右

　　　側のバッテリーからケーブルをは

　　　ずします。）

呂　　　右側のバッテリーの『＋』側ケー
　　　ブルをはずします。

邑禦欝薦9『一』側ケー

呂灘刷一固定金具をはず

呂　　　左側のバッテリーのr＋』側ケー　　　ブルをはずします。

尋
　　　左側のバッテリーを取り出します。

固定金》饗e端子

（必ず『一』側を先にはずします。）

※バッテリーの取り付けは逆の手順で行います。
　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）

（交換したバッテリーの

（2）右側のバッテリーを交換する場合

尋耀醗劉謂雪㊥端子固定金ン発電体1　
　　　側を先にはずします。）

呂　　　右側のバッテリー固定金具をはず
　　　します。

呂　　　右側の『＋』側ケーブルをはずし
邑
　　　ます。　　　　　　　　　　　　　　　右側のバッテリー

　　　　右側のバッテリーを取り出します。

　※バッテリーの取り付けは逆の手順で行います。　（交換したバッテリーの
　　　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）

　＜注意＞
　　　O端子からはずしたケーブルが端子に接触しないよう十分注意してだ

　　　　さい。

　　　　　　　　　　　　　　　25



9．運転方法

9－1．始動・運転準備

愈危険、排気ガス中毒

　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま

　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで
　　　　　ください。

▲注意：排気ガス中毒

　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。

▲注意：火災

　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物
　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ

　　　　　ないでください。

　　　O本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に設
　　　　　置してください。

▲注意：けが

　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ
　　　　　さい。

　　　O始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーをrO
　　　　　FF』にしてください。

ξL本機制御盤の三相・および単相ブレーカーをr・FF』にし就

呂　　　リリースボタンを押し調速ハンドルをいっぱいに押し込みます。
母鷺蕪誌島糟』灘置顯』蔵臨繕膨
　　　赤熱してから始動します。

　＜注意＞

　　　○セルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。

　　　Oスタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間隔
　　　　をあけてください。

三相ブレーカー
スターター
スイツチ

　　　　

o團囹
　図◎
E］図 醗

電圧調整ダイヤル　予熱表示灯　調速

　　　　　　　　　ハンドル

（図はDG450MI，600MD

電圧雛ダイヤル碧諺一

⑨　O　　　o

團囹
図囹
團日・・

○
幽

③
（
i
）

　　　　　　　　　倹
三相ブレーカ　単相ブレーカ　予熱表示灯調速ハンドル

（図はDG900MI）
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　　o
（図はDG450MI）

無負荷回転速度

50Hz　運転 約1575min－1（52．5Hz）

60Hz　運転 約1890min－1（63．OHz）
　＜注意＞

　　　O無負荷時に上記の回転速度にあわせると、定格負荷時に50H　zあ

　　　　るいは60H　zになります。

呂　　　調速ハンドルを固定ナットで固定します。
　＜注意＞

　　　O運転中は、かならず調速ハンドルを固定ナットで固定してください。

　　　　固定しない場合、周波数（エンジン回転速度〉が運転中に変動するこ

　　　　とがあります。

呂電圧調整ダイヤルで使用する電圧にあわせ甑

母　　　ブレーカーを『ON』にすることで送電状態になります。
愈危険：感電．けが

　　　○ブレーカーをrON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー
　　　　や使用機器のスイッチが『O　F　F』になっていることを確認し
　　　　てください。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブ
　　　　　レーカーの操作を行ってください。

9－2．運転中の取り扱い

　　（1）始動後の点検

　　　　O計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。

　　　　　　（『5．装備』参照）

　　　　O異常振動や異常音がしないか確認してください。

　　　　O排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、

　　　　　わずかに青色の排気ガスが出ます。

　　　＜注意＞

　　　　　○異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売

　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。
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（2）運転中の調整

　　　O負荷運転中、回転計・周波数計・電圧計を確認しながら、調速ハン

　　　　ドル・電圧調整ダイヤルで回転速度と電圧を微調整してください。

■燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き

　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。

　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。燃料切れでエンジンが

　　停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きができます。

五L燃料を給油し甑　　　【

ξLスタ＋スイッチをr運転』の圃こし救約20秒でエアー抜

　　　きが完了します。

　＜注意＞

　　O調速ハンドルをいっぱいに押し込み、エンジンを始動させ、完全に

　　　エアーが抜けたことを確認してください。エアー抜きが不十分な場

　　　合、エンジンの回転が安定しません。再度、エアー抜き操作を行っ

　　　てください。

9－3．停止

互L負荷側のスイッチとブレ＋をr・FF』にし就　　　　　　　　　一

ゼL本機制御盤の三相・および単相ブレーカーをr・FF』にし甑

呂調速ハンドルの固定ナットを緩漱

呂リ繍盃輪磐ま静ンドルを押し込みアイドリング

εL約3胴冷機運転をし甑

呂
　　　スタータースイッチを『停止』にします。

9－4．保護機能

　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯

　　で知らせる機能を装備しています。

　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停

　　止し、異常箇所の点検を行ってください。
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保護機能一覧表

動作内容 ブレーカー エンジン 警告灯
NQ 遮断 自動 点灯 異常時の状態

異常内容 停止

エンジンの冷却水温が高
1 水温上昇 一 O O くなったときに作動

（設定値105℃）

モ エンジンオイルの油圧が
2 油圧低下 一 O O 低下したときに作動
二 設定値0．98×100kPa

タ

11．Okgf／c㎡｝

3 充電不良 一 ｝ ○ バッテリーに充電ができ

1 なくなったときに作動

4 ラ フィルター エアーフィルターエレメ
目詰まり 一 一 O ントが目詰まりしたとき

ン に作動

5 プ バツテリー
一 一 O バッテリー液が少なくな

液面低下 ったときに作動

6 燃料不足 一 一 ○ 燃料の残量が少なくなっ

たときに作動

7 漏電発生 O 一 ○ 漏電発生時に作動

8 過負荷使用 O 一 一 過負荷使用時に作動

※表中のO印は作動することを示します。

9－5．外部燃料タンクとの接続

臆▲
O配管工事中は必ずエンジンを停止してください。
○燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。

O配管後、燃料もれの無いことを確認してください。

互L三方弁のレバぞ醐位置にし諒

呂
　　　外部燃料給油口・戻り口のプラグ（PT3／8）をはずし、図のように外

　　　部燃料タンクと接続します。　　　　　　　　　　　　　．

亙L三方弁のレバー柑の位置にしま凱
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呂
　　　外部燃料タンク接続ホース内の

　　　エアを抜きます。以上の操作で

　　　外部燃料タンクから給油が出来

　　　ます。

　＜注意＞

　　　Oエア抜きは『9－2．運転中の
　　　　取り扱い』を参照してください。

　　　○配管にホースを使用する場合は

　　　　内径8～10mm位の耐油ホースを

　　　　使用してください。

　　　○外部燃料タンクの油面は、本機

欄蟹ンク

、
夢

レバー

ジ弁

3

外部燃

外部　・

A
－
虚

鑑
　　B

　底面から0～＋3mになるように設置してください。

○外部燃料給油口・戻り口からの燃料流出防止のため、配管作業時は

　三方弁のレバーをκA”の位置にしてください。

Oレバーの位置を誤ると、搭載タンクや外部タンクから燃料があふれ
　でるζとがあります。充分に確認して作業を行なってください。

10．点検・整備

愈危険、感電。けが

　　　O必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってくだ

　　　　さい。その間、キーは作業する人が保管してください。

▲注意：火災・やけど

　　　O必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。
　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。

▲注意：火災

　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検

・整備を行ってください。

稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。

＜注意＞

　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。

　○表中の●印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。

　○エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細な

　　点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってください。

　○交換部品は、必ず純正品を使用してください。

　O　A重油を使用している時は、エンジンオイル・オイルフィルタ・燃

　　料フィルターの交換及び噴射ノズルの点検時間を下記の半分として

　　ください。
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項　　目 始業前

点検

200時間

ごとに

400時間

ごとに

500時間

ごとに

1000時間

ごとに

エ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
ジ
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
側

各部の清掃・締付点検
○

エンジンオイルの点検・

給油
○

エンジンオイルの交換 第1回目

○（50時間目》

第2回目以降

　　O
オイルフィルターの交換 第1回目

O（50時間目）

第2回目以降

　　○

冷却水の点検・給水
○

エンジン排気色の点検
○

冷却水の交換 　　O
（または2年〉

水分離器内の沈殿物・

水分の排出
○

燃料フィルターの水抜きと

交換

　○
（水抜き）

　○

（交換）

燃料タンクの水抜き ○

水分離器・エンジンフィー

ドポンプのゴーズフィルタ

ーの清掃

　○

（清掃）

燃料自動エア抜き用電磁ポ

ンプ内のフィルター交換

　○

（交換）

燃料タンク内部清掃 ●

燃料・オイル・冷却水漏れ

の点検
○

燃料ホースの交換 　　●

（または1年）

エアーフィルターエレメン

トの清掃・交換

　○

（清掃）

　○

（交換）

バッテリー液量の点検
○

バッテリー比重の点検
○

ファンベルトの点検
○

ラジエーターの清掃
●

エンジンバルブクリアラン

スの点検・調整
●

エンジン圧縮圧力の点検
●

燃料噴射ノズルの点検
●

燃料噴射時期の点検
●

発
　
電
　
機
　
側

各計器の作動

警告ランプの点検
○

漏電リレーの動作確認
○

漏電遮断用接地抵抗の

確認
○

絶縁抵抗の測定
○
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（1）エンジンオイルの交換

初　回 50時間目

2回目以降 200時間ごと

芝Lオイルフィラキャップをはずしま

　　　す。

呂鋤芽鴇譲野してエ

オイルゲージ　　オイルフィラキャッブ

オイルフィラ

ドレンブラグ

（図はDG450MI，600MD

逗Lオイルドレンプラグを締め付けま

　　　す。

呂
　　　オイルゲージで油面レベルを確認

　　　しながら、オイルフイラからオイ

　　　ルを上限レベルまで入れます。

だLオイルフィラキャップを締め付け

　　　ます。

歪
ε
ノ オイルドレン

（図はDG900MI）

く注意＞

　Oエンジンオイルの交換油量及び種

　　類は、『8－1．エンジンオイル
　　の点検』を参照してください。

　O　A重油を使用した時は、100時
　　間ごとに交換してください。

（2）オイルフィルターの交換

初　回 50時間目

2回目以降 400時間ごと （図はDG450MI，600MI）

尋敷甥チ糎灘騨
呂多二錨蹄オイルフイル

ゼL新品のオイルフィルターのガスケ

　　　ットにオイルを薄く塗布します。

呂オイルフィルターを手でねじ込み、

　　　シール面にガスケットが接触して

　　　から、

『

q

7

目

o
　
◎

O

／000

O

　
　
　
一

　
　
タ

　
　
ル

　
　
フ

　
　
ル

　
　
イ

／
　
　
　
オ

！
　
ノ

　
O

O
◎

O

，
ノ

O

彰）

甲

　
　
　
’

　
O泌
蕉
塾

　　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG900MI）

フィルターレンチで『2／3回転』締め付けます。
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呂エンジンオイルを給油し戴

＜注意＞

　　○フィルターレンチがないときは、

　　　お求めの販売店か弊社営業所に交

　　　換を申し付けてください。

　　O　A重油を使用した時は、200時
　　　．間ごとに交換してください。

　　○オイルフィルター品番
型式 いすダ品番

DG450ML・DG600MI 8943212190
DG900MI 1132400461

（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換

清　　　掃 200時間ごと

交　　　換 500時間ごと

尋
　　　エアークリーナーの締付ボルト

　　　を緩め、クリーナーキャップを

　　　はずします。

呂蝶ボルトをゆるめ、エアーフィ

　　　ルター，エレメントをはずします。

／
締付ポルト　エアークリーナー

榔／

l　l

￥1ス諜　　1

　　　クリーナーキャッブ

（図はDG450MI，600MD

邑　　　工アーフィルターエレメントを　　　清掃または交換し、逆の手順で

　　　組み込みます。

＜注意＞

　　　○クリーナーキャップは、必ず

　　　　矢印方向を上にしてください。

　　　Oホコリの多い場所で使用する
　　　　ときは、早めに清掃してくだ

　　　　さい。

　　　○エレメント品番
エア噛フィルターエレメント

型式 いすゴ品番

DG450MI 9142151521
DG600MI 9142151351
DG900MI 9142151321

■エアーフィルターエレメントの清掃方法

く乾燥したホコリが付着している場合＞

　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付けます。

＜カーボンや油分が付着している場合＞

　新品と交換してください。
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（4）水分離器の水抜き

　カップ内のフロート（赤色）が水抜きレ
　ベルまで浮上したら、水抜きをしてくだ
　さい。

尋　　　コックを緩めます。
呂水抜きが完了したら・コックを締

　　　め付けます。

（5）燃料フィルターの水抜きと交換

カップ

コック

酬陶願D

曜．一

　＝
水抜きレペル

フロート

水　抜　き 200時間ごと

交　　　換 500時間ごと

ξLフィルターレンチを使用してrフ

　　　ィルター』を取りはずします。

呂　　　　『フィルター』内の水を捨てます。

母
　　　新品のフィルターと交換するとき

　　　は、ガスケットに燃料を薄く塗布

　　　します。

藝

燃料フィルター

呂　　　フィルターを手でねじ込み、シ」　　　ル面にガスケットが接触してから、

　　　フィルターレンチで『2／3回』締

　　　め付けます。

　＜注意＞
　　Oフィルターの交換が終わったら、

　　　　燃料系統の『エアー抜き』を行ってください。　（『9－2．運転中

　　　　の取り扱い』参照）

　　O　A重油を使用した時は、250時間ごとに交換してください。

　エレメント品番

型式 いす穿品番

DG450MI・DG600MI 1　132400791
DG900MI 1132400691
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（6）水分離器・エンジンフィードポンプのゴーズフィルターの清掃

清　　掃 200時間ごと

尋アイボルトを取り外しま凱

呂
　　　アイボルトの中のゴーズフィル

　　　ターを取り外します。

　　　　　　　　　　　　『

母　　　ゴーズフィルターを軽油で洗浄　　　し、逆の手順で組み込みます。

　　／

アイボルト

1イ〉
O　　O

ジョイントパイプ

水分離器

■水分離器のゴーズフィルターが最も

　汚れやすいため、必ず点検してくだ

　さい。

■A重油や、ドラム缶入りの燃料を使
　用したときは、ゴーズフィルターが

　目詰まりしやすいため、早めに点検

　してください。

＜注意＞

　Oアイボルトを取り外すと燃料がこ
　　ぼれますので、燃料の受け皿を用

　　意してください。

　○ジョイントパイプの両側には、

　　ガスケヅトが取り付けられていま

　　す。

　　無くさないようにし、組み込み時

　　は忘れずに取り付けてください。

　○組み込み後は、燃料漏れのないこ

　　とを確認してください。

　○ゴーズフィルターが破損したら、

　　アイボルトとセットで交換してく

　　ださい。

　　　濃　　　　　り　　　　　》～　　　ジョイントパイプ

アイボノレトパむフイードポンプ

皿
　　　　ゴーズフィルター

／

　　　　アイボルト

○アイボルト品番（ゴーズフィルター内蔵）

型式
いすゴ品番

水分離器側 エンジンフィードポンプ側

DG450MI
DG600MI

5　1　5　7　590270 8　9　7　0　6　3　1　5　50

DG900MI 1　096　7　506　30 8　97063　1　550
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（7）燃料自動工ア抜き用電磁ポンプ内の

　フィルター交換

交　　換 1000時間ごと

尋
　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、

　　　フィルターを取り出します。

呂
　　　交換フィルターを、逆の手順で取

　　　り付けます。

　＜注意＞

　　　ください。

　　○フィルター品番

○

自動エア抜き用　　◎
電磁ポンプ
　　　　　　／飼

　　フィルター◎

　　　　　　　㊧

　　　　　　　　》

○フィルター交換時、燃料がこぼれますので、燃料の受け皿を用意して

O組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。

型式 いす∫品番

DG450MI
DG600MI
DG900MI

894337－0220

（8）燃料タンクの水抜き

水抜き 200時間ごと

呂　　　燃料ドレンプラグをはずします。
呂水が抜けたら・燃料ドレンプラグ

　　　を締め付けます。

o　　J

ノ

燃料ドレンプラグ

（9）冷却水の交換

交換 2年または400時間ごと

尋手ずエーターキャップをはずしま

呂
　　　ラジエータードレンプラグ及び、

　　　エンジン側のドレンコックを緩め
ます。 ＼　F

　ラジエーターキャッブ1

劃1
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母
　　　冷却水が抜けたら、ラジエーター

　　　ドレンプラグとエンジン側のドレ

　　　ンコックを締め付けます。

呂携ζ多聯諒窪鍛ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン

邑鍵纏謙撚ま酵
呂ラジエ＋に冷却水を・元いっ　、
　　　ぱいまでいれ救　　　　t

呂　　　ラジエーターキャップを締め付け　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷却水ドレン　　　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）

　＜注意＞

　　　O冷却水は『8－2．冷却水の点検』を参照してください。

（図はDG900MI）
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11．長期保管

ゆ危険：感電．けが

　　　O点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ

　　　　ーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が
　　　　保管してください。

▲注意，火災・やけど

　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気

　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って

　　　　ください。

▲注意：火災

　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。

　（1〉保管方法

　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管してく

　ださい。

互Lバッテリーをはずし就

呂エンジンオイルを交換しま凱

母燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜き頗

呂叢響し・湿気・ホコリの少な噺1こカバーなどをかけて保

　く注意＞

　　O取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。

　　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ

　　　　せてお読みください。

（2）二段積みの方法

ゆ危険：けが

　　　本機を二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次の事項

　　　を守ってください。

　　　O本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落が無いこ

　　　　とを確認してください。
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〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくださ

　い。

○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。

O発電機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機幅よ
　り長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。

O積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大き
　い機械はのせないでください。

〇二段積みの状態で機械の運転をしないでください。

贈

12．故障時の対応

愈危険：感電

　　　O本機や体がぬれているときは、運転しないでください。
　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

▲注意：けが

　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。

▲注意：火災・やけど

　　　O絶対に火気を近づけないでください。
　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になってい
　　　　ますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。

本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。

点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を

申し付けてください。
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症状 推定原因 処置

セルモーターが 1．バッテリーあがり Lバッテリーを充電する
起動しない 2．バッテリーの劣化 2．バッテリーを交換する

エンジンが始動 1．燃料の不足 1．燃料を給油する

しない 2．燃料系統にエアー 2．エアー抜きをする

が混入 3．水分離器・燃料フィルター・
3．燃料に水やゴミが 燃料タンクの水抜き、および
混入 ゴーズフィルターを清掃する

始動するがすぐ 1．オイル不足 Lオイルを給油
停止する 2．冷却水不足 2．冷却水を給水

3．燃料系統にエアー 3．エアー抜きをする

が混入 4．水分離器・燃料フィルター・
4．燃料に水やゴミが 燃料タンクの水抜き、および
混入 ゴーズフィルターを清掃する

交流出力が出な 1．ブレーカーがrO 1．『ON』にする
い FF』

交流出力が弱い L周波数が異なる 1．機器の指定周波数にあわす

2．使用機器の電流が 2．使用できる容量の機器にかえ

定格を超えている る

3．同時投入している 3．順次投入にする

4．回転速度が低い 4．回転速度を上げる

機器を使用する 1．負荷接続のアンバ 1．接続をかえる

と電圧が大きく ランス

低下する

ブレーカーを 1．完全に『O　F　F』 LブレーカーをrOF　F』の位
rON』にできな になっていない 置まで押し下げる

い 2．負荷側の短絡 「2．負荷側を点検する

3．漏電リレーの作動 3．漏電箇所を修理する

マフラーから黒 1．過負荷で使用 L使用する機器の台数を減らす

煙が連続して出 2．エアーフィルター 2．エアーフィルターエレメント

る
エレメントのつま
り

を清掃・交換する

マフラーから白 1．燃料に水が混入 L水分離器・燃料フィルター・

煙が連続して出 燃料タンクの水抜きをする

る
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五β0900塗　　　　認証取得取扱説明書防音型ディーゼルエンジン発電機▲注意　安全のため、ご使用前　に必ずこの取扱説明書　をお読みください。　また、いつでもご覧い　ただけるよう、大切に　保管してください。　安全上の注意　仕様　2−1．諸元　2−2．周囲条件　用途　各部の名称4−1．外観および各部の名称4−2．制御盤の各部の名称　5−1．モニター表示灯　5−2．計器類　5−3．燃料配管切替（三方弁）　6−1．運搬の方法　6−2．据え付けの方法　7−1．負荷ケーブルの選定　7−2．負荷ケーブルの接続方法　7−3．漏電遮断装置と接地の方法　8−1．エンジンオイルの点検　8−2．冷却水の点検　8−3．ファンベルトの点検　8−4．燃料の点検　8二5．燃料・オイル・冷却水　　　　　　　　　もれの点検　8−6．バッテリーの点検目　　　次1．2．3．4．5．装備6．運搬・据え付け7．負荷の接続8．始業前点検9．運転方法9−1．始動・運転準備9−2．運転中の取り扱い9−3．停止　9−4．保護機能　9−5．外部燃料タンクとの接続10．点検・整備11．長期保管12．故障時の対応13．ゼネレータ電気回路図14．エンジン電気回路図頁1445555677101314141516161719212122232324466788908914222222233344新｛ヲイワ王業秣式会社21400−94032本機の運用について本機は「移動用発電設備」として電気事業法の適用を受けます。このたぴ、電気事業法に基づく「電気設備の技術基準の解釈」の一部が改正され、使用状況に合わせて下記のような監視が必要になりました。1．監視方式　本機（移動用発電設備）を工事現場等に臨時の仮設電源として施設する場合、本機の操作パネル部に　貼り付けている（社）日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）の適合マークに応じ、次の2通りの方式で　の監視が必要になります。＜常時監視方式＞　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、工事現場等の同一構内で運転状態を監視する方　式。＜随時巡回方式＞　本機の運転に必要な知識および技能を有する者が、本機の管理上必要な頻度で随時巡回して運転状態　を監視する方式。（1）内発協の適合マークによる監視方式の違い�@「新適合マーク』が貼り付けられている場合　　く常時監視方式＞もしくはく随時巡回方式＞あいずれでも運用ができます。　　ただし、「外部燃料タンク』を接続して外部から燃料を連続供給できるよう　　に施設した場合は、＜常時監視方式＞で運用する必要があります。　　（＜随時巡回方式＞での運用はできません）　�Ar新適合マーク』が貼り付けられていない場合　　く常時監視方式＞で運用する必要があります。　　マねあ辱囚　　　　　　議鑑　　　　　　噂0』O（社）日本内燃力発電設備協会　　　認証晶新適合マーク（2）本機を工事現場等に施設する条件　本機はく常時監視方式＞＜随時巡回方式＞に関わらず下記のように施設してください。�@一般電気事業者が運用する電力系統（商用電源）に接続しないでください。　�A工事現場等の構内境界線全般に、さく・塀などを施設し、一般公衆が立ち入らない措置を施してくだ　　さい。，2、保護機能の追加について　r新適合マーク』が貼り付けられている移動用発電設備には、下記の保護機能を追加しています。　（1）エンジン過回転防止機能　　　エンジンの回転速度が著しく上昇した場合、エンジンを自動的に停止させます。　（2）エンジンの異常停止によるブレーカー自動遮断機能（並列運転時）　　　並列運転機能が装備されている移動用発電設備では、並列運転時にエンジンが與常停止した場合、　　　ブレーカーを自動遮断させます。はじめに　このたびは、新ダイワの防音型ディーゼルエンジン発電機をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。○この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用していただくために作成したも　のです。　本機の取り扱いを誤りますと事故や故障の原因となりますので、ご使用前に　は必ずこの取扱説明書をお読みください。○本機は、電気事業法に基づく移動用電気工作物に該当します。関係法規に従　った取り扱い、届け出を行ってください。　※関係法令について不明な点がありましたら、お求めの販売店か弊社営業所　　にご相談ください。○本機の取り扱いは、この取扱説明書の内容を理解し、安全な取り扱いができ　る人が行ってください。○本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付してください。○取扱説明書は、いつでもご覧いただけるように大切に保管してください。■この取扱説明書では、注意事項のランクを下記のように区分しています。愈危険、取り扱し、を誤ると、死亡また腫傷を負う可能性がある場合．▲注意、取り扱いを誤ると、中程度の傷害や軽傷を負う可能性がある場　　　　　合、および物的損害が発生する可能性がある場合。＜注意＞：その他の注意事項。○　『▲注意』に記載した事項でも、状況によっては重大な事故に結びつく可能　性があります。いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってくだ　さい。1．安全上の注意愈危険，排気ガス中毒　　　　Oエンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますの　　　　　で、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないでください。中は出力端子部に触れないでください。中は出力端子カバーを閉じ、固定ボルトを締めて運転してくだのセントに、ピンや針金などの金属物を入れないでください。中は、内部の配線や電気部品に触れないでください。工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。いずれつでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、漏電遮断を装備していないときより危険な状態となります。機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断用接子と外箱接地端子は必ず接地してください。による感電のおそれがありますので、発電機の絶縁抵抗は定期測定してください。端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずブレーをrO　F　F』にして、エンジンを停止し、エンジンキーを抜い　　　　　　　　　1　　転転いン転地1置用端電にカ一電運運さコ運接か装使地漏的出力威獅OO　　OOO　　　O　　O　　O繊愈　　　　　てから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してくだ　　　　　さい。　　　　O点検・整備を行うときは必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜　　　　　いてから行ってください。その間、キーは作業する人が保管してく　　　　　ださい。愈危険，けが　　　　O運転中は扉類を閉じ、施錠をしてください。冷却ファンやベルトな　　　　　どの回転部に巻き込まれるおそれがあります。▲注意：排気ガス中毒　　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。▲注意、目や皮膚の障害　　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣服な　　　　　　どに付着させないでください。　　　　　　付着したときはすぐに多量の水で洗い流し、特に目に入ったときは　　　　　　必ず医師の診断を受けてください。▲注意：爆発　　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしないで　　　　　　ください。　　　　Oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさせた　　　　　　り火気を近づけないでください。は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行うときずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。、エンジンが冷えてから行ってください。やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。ラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでくだロは、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運転してさい。出力を屋内配線に接続しないでください。用カバーなどをかけるときは本機が冷えてから行ってください。災火○麓▲機必た料料フ・い機だ流管本はま燃燃マ料さ本く交保O　O　　O　OOジエーターキャップを開けないでください。のンジンやマフラーが高温になっていますのロ交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、ってください。運転中にオイルゲージやオけると、高温のオイルが吹き出します。　　ラすエい．行開　　、ま、さ検らを　　はしはだ点かプ　　後出後くのてツ　　直き直でルえヤ　p止吹止いイ冷キ　　停が停なオがラ　　や気やれンンイ　　中蒸中触ジジフ　　転水転、ンンルど運熱運でエエイナ剃OOO臆▲り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそれがの動しないよう、水平で安定した場所に設置してください。を始動するときは、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレ　　　　　　　2　　吊掛す移ン　　をプまがジ　　機一り機ン｛本ロあ本エカナ○O　OO臆▲　　の　　い。　　さい　　ださ　　くだ　　てく　　しで　　止い　　停な　。をし　いン転。さジ運いだンでさく工まだでずまくい必たてな、ししせはずにさきは』動とをF移う品Fを行部O機を、『本備りをに整た一中・し力転検造一運点改　OOOベル貼付位置、表示ラベルが見えにくくなったり破損したときは、新しいラベ所に貼りかえてください。ラベルの注文は（）内の番号で注文　　　　　　　　　　　8137254637686666666500111111111220000000000000000000000一｝一一一｝一一『｝一22222222111000000000004444444444499999999999てエてエてエてエコエコエてエてエコエてエてエ番番番番番番番番番番番口叩口叩口叩口叩口叩口叩口叩口叩口�o口叩口叩（（（（（（（（（（（項事◎意毒　、所い注中ラび場さのス示よ定だ上ガ『　　　　置　　　所位子　　　箇木端　　　げ枕地どど　上用接表お指く全気電ががけけ災り積箱・告をて安排感けけやや火吊段外告警ルし�@�A�B�C�D�E�F�G�H�I�J警■9鰭4．o（図はDG450MI，DG600MI）　　　12辱§§467　　　　　〃　　　　　／　　塵愛4∈房ノ垂團o32．仕様2−1．諸元項　　目単位DG450MlDG600MlDG900MI発　電　機発電方式一回転界磁型ブラシレス式三相同期発電方式定格容量kVA374550607590kW303640486072定格電圧V200／220定格電流A107118144157217236定格周波数Hz50／60定格回転速度min−11500／1800回路方式一3相4線式（単相コンセント付き）力　　　　率％80絶縁階級一F種励磁方式一自励式（ブラシレス）極　　　　数一4極エ　ン　　ジ　　ン名　　　　称一立形水冷4サイクルディーゼル機関型　　　　　式一いす璽B−4BG1　いすyBB−4BGITいす§A−6BGITシリンダ数一内径×行程mm4−105×1256−105×125連続定格出力kW｛PS｝34。5｛46．9｝　41．5｛564｝　48．5｛66．0｝　58．1｛79．0｝73．1｛99！“91．21124｝回転速度min−11500／1800総行程容積L4，3296，494燃焼方式一直接噴射式直接噴射式（過給機付）冷却方式一ラジエーター水冷式潤　滑方式一歯車ポンプによる強制潤滑式始動方式一セルスターター方式使用燃料一軽油又はA重油（1）使用潤滑油一CD級以上燃料タンク容量L100125215潤滑油量L14．220冷却水量L27セルモーター容量V−kW24−4．5オルタネーター容量V−A24−2024−30バッテリー一95D31R×2外形寸法長　　　　　さmm188019902750幅mm8808801000高　　　　さmm124012401400乾燥質量kg115012001750装備質量kg128313541990注（1）A重油も使用できますが、排出ガス対策型建設機械には適合しません。42−2．周囲条件　　本機は下記の周囲条件下で使用してください。これらの条件が満たせない　　場合は、故障や出力不足・耐久性の低下などのおそれがあります。■周囲温度■相対湿度■標高一15℃〜40℃80％以下300m以下3．用途【等源電の　等械　源機　電木　の土　器の等機ど源電な電家プのやン器具ポ機工中明動水照電OOO4．各部の名称　4−1．外観および各部の名称（図はDG600�o〉制御盤扉躰発電機点検扉／　エンジン　点検扉燃料給油ロ燃料ゲージ燃料ドレンプラ一吊り金具藷墾ロープ掛金具o図はDG900M互・ロープ掛金具ノ姥エンジン点検扉一ユ出単列雷地漏接一　，“β平端力出　日木　一ンレド水却冷O臓．只。」一リテツ中、ノΦノラプ　　　　　　　　　　　　　　　　ラジエーター　　　　　　　　　　　　　　燃料フィルター　　　　　　　　　　　燃料タンク　　　　　　　　サブタンク　バッテリー　オイルフィルターオイルゲージオイルフィラキャップ　ロープ掛金具　発電機点検扉　工アクリーナー　出力端子カハ�d単相出力端子　外箱接地端子漏電接地用オイルドレンプラグ54−2．制御盤の各部の名称（DG450MI，DG600MI）（DG900MI）32589101314�Mooooo、　’、　　　　　　ノヱ雪oo�d　』一’4oマ、　息醍oILo、　1　’、　鬼　　4oo467”121517191　　　20　　　2　　　　5　　　　9　　　3　　　　　　13　　　10　　15　　　　　16�o　　　　　　鳳oL一昆，ヂo、“ムリー　o禽　　　　　　　冒・』心「’　o：：6　　　　　　7　　　11　　4　　　8　　　12　　14　　17　19　　18NG名称Nα名称�@三相ブレーカー�J電流計切替スイッチ�A発電機電圧計�K電圧調整器�B発電表示灯�L冷却水温計�C漏電警報器�M潤滑油圧力計�Dパネルライト�N回転計（積算時間計内蔵）�E発電機電流計�O非常停止ボタン�F発電機周波数計�P予熱表示灯�Gパネルライト用スイッチ�Qスタータースイッチ�H電圧計切替スイッチ�R調速ハンドル�Iモニター表示灯�S単相ブレーカ65．装備5−1．モニター表示灯團團国圓固回　　　1n鵬　　�pE　鳥�o�o既1丁�or回1加本機は、　『冷却水温』　『エンジン油圧』　『バッテリー充電』　『エアーフィルター目詰まり』『バッテリー液量』『燃料』のモニターランプを装備しています。本機が正常であれば、スタータースイッチを『停止』から『運転』の位置にすると『エンジン油圧』『バッテリー充電』のランプが点灯し、エンジンを始動するとすべてのランプが消灯します。運転中、　『冷却水温』　『エンジン油圧』いずれかに異常が発生すると、モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。自動停止した場合は、いったんスタータースイッチを『停止』の位置にもどしてから、エンジンを再始動させてください。そして、次に自動停止するときのモニターランプの点灯状態を見て、異常箇所の確認をしてください。（1）冷却水温モニターランプ（水温上昇）ゆ危険：けが　　　O運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。▲注意，やけど　　　O運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。　　　　　運転中に冷却水の温度が105℃以上に上昇すると、冷却水温モ國1鰯1難1蕪獄llll臨無冷却水温　検』参照）W慨R　TEMP　規定量ある場合は、ファンベルトの緩みあるいは冷却系統の冷　　　　　却水漏れも考えられますので、エンジンが冷えてから点検を行　　　　　ってください。＜注意＞　　O冷却水量が少なすぎると水温を検知しませんので、ラジエーターと　　　サブタンク内の水量を始業前に必ず点検してください。7（2）エンジン油圧モニターランプ（油圧低下）愈危険、けが　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。▲注意，やけど　　　O運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　れないでください。　　　○エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停　　　　止し、エンジンが冷えてから行ってください。運転中にオイル　　　　ゲージやオイルフィラキャップを開けると、高温のオイルが吹　　　　き出します。團エンジン油圧肌PRESS運転中にエンジンオイルの圧力が0．98×100kPa｛1kgf／c司以下に下がると、油圧モニターランプが点灯してエンジンが自動停止します。そのときは、エンジンオイルの量を点検し、エンジンオイルを上限レベルまで給油してください。＜注意＞　○油圧モニターは、オイルの劣化を検知することはできません。　　エンジンオイルは定期的に交換してください。　（『8−1．エンジ　　ンオイルの点検』参照）（3）バッテリー充電モニターランプ（チャージランプ）圃繊饗1醗二蒲lll叛講　。　　　　社営業所にこ連絡ください。　ハッテリ充電　0朋R旺　く注意＞　　○バッテリー充電モニターは、バッテリーの劣化やバッテリー液の不　　　足を検知することはできません。　（r8−6．バツテリーの点検』　　　参照）（4）エアーフィルターモニターランプ（フィルター目詰まり）愈危険：けが　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベル　　　　　トなどの回転部に巻き込まれるおそれがあります。▲注意：やけど　　　O運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、　　　　　触れないでください。8圓驚lli講lll認1警鏡エァフィルタ　レメントの清掃または交換を行ってください。AIRn�o　　　（『10．点検・整備』参照）（5）バッテリー液量モニターランプ（バッテリー液面低下）▲注意、目や皮膚の障害　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・衣　　　　　服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多量　　　　　の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受け　　　　　てください。▲注意：爆発　　　○バッテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしな　　　　　いでください。　　　Oバッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさ　　　　　せたり火気を近づけないでください。團　�o　　　　　　Bバッテリー液が少なくなってくるとバッテリー液量モニターランプが点灯します。点灯したら、すみやかに蒸留水を補給してください。　　　（『8−6．バッテリーの点検』参照）（6）燃料不足モニターランプ▲注意：火災　　　O本機は、燃料として軽油を使用しています。燃料の給油を行う　　　　　ときは必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでくだ　　　　　さい。また、エンジンが冷えてから行ってください。　　　O燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。また、燃料　　　　　もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。圃鷺1鵯蕪欝1野ラン　燃料既LLEVEL95−2．計器類エンジン用計器（1）回転計囮�oエンジンおよび発電機の回転速度を示します。発電機の周波数は、1500min−1のとき50Hzで、　1800mir1のとき60Hzとなります。（2）積算時間計（回転計に内蔵）�o喩圃運転時間を示します。定期点検の時問管理の目安にして下さい。なお、エンジンが運転・停止状態にかかわらずスタータースイッチが『運転』位置の状態であれば、積算計は作動しますので注意してください。（3）水温計0。Cーノ、禦エンジン冷却水の温度を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね75〜90℃を示しているのが正常です。＜注意＞　O水温計の値が基準値を越えている場合は、負荷を切りアイドリング　　状態（1000min−1）で冷機運転を行ない水温が下がるのを待ってく　　ださい。（4）油圧計エンジン潤滑系統の油圧を示します。使用条件により異なりますが、運転中おおむね2．9〜4．9×100kPa　l3〜5kgf／c�u｝を示しているのが正常です。ただし、寒冷時でエンジン始動直後はそれ以上になることがあります。正常圧力になるまで暖機運転をしてください。発電機用計器（1）電圧計・…、“”砺ワ　　　　V　　　〜○発電機の出力電圧（線間電圧）を示します。10（2）電流計発電機の出力電流（相電流）を示します。（3）周波数計、、““””1。019砺％’　　　融○電源の周波数を示します。（1）予熱表示灯　　　　　　スタータースイッチを予熱の位置にすると約25秒で赤熱し、（2）発電表示灯（制御盤の表示灯）　　　　　　エンジン運転時、発電していることを示します。　スイツチ（1）スタータースイッチ　　　　　　�@停止予熱停止運転　　　エンジンを停止し、すべての電源が切れる位置です。聴始動　　　　　　　　また、この位置で『キー』の抜き差しができます。◎�A悪を行う位置で凱　　　　　　　く注意＞　　　　　　　　　　Oエンジンを停止したままでこの位置で放置しない　　　　　　　　　　　でください。バッテリーがあがります。　　　　　　　�B始動　　　　　　　　エンジンを始動させる位置です。　『キー』から手を離す　　　　　　　　と自動的に『運転』位置に戻ります。　　　　　　　�C予熱　　　　　　　　寒冷時の始動性を良くするためにグロープラグを予熱す　　　　　　　　る位置です。11（2）パネルライトスイッチ『パネルライト』を点灯するスイッチです。スタータースイッチの『運転』位置で点灯できます。（3）非常停止ボタンエンジンを緊急停止させたいときに使用します。エンジンが停止するまで押し続けてください。　＜注意＞　　○ボタンを押したままにしてください。2〜3秒程度でエンジンが停　　　止します。　　○エンジンを停止させた後は、必ずスタータースイッチを『停止』の　　　位置に戻してください。（4）ブレーカーN●』DOL負荷側に送電するためのスイッチで『ON』にすると出力端子に電圧が掛かります。負荷側の短絡や過負荷使用、また漏電発生時に遮断して負荷側への送電を停止させます。＜注意＞　O負荷の運転・停止を、このブレーカーの操作で行わないでください。（5）サーマルリレー　過電流が流れた場合、三相及び単相ブレーカーを遮断させるリレーです。　ブレーカーが作動したときは、レバーが『ON』と『OF　F』の中間位置　になります。　そのときは、負荷を軽減させ、次の手順で復帰してください。尋　　　エンジンを停止します。呂　　　コントロールパネルを開け、サ　　　ーマルリレーのリセットボタン　　　を押します。コントロールパネル　　　　o函團口工］・團o　凹團o哩gooeΦo・◎　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）以上の操作で再びブレーカーを『ON』できる状態となります。＜注意＞　Oサーマルリレーの設定値は勝手に変えないで下さい。12（6）電圧切替スイッチ◎スイッチを切り替えることにより、切り替えた線間（RrS・S−T・T−R）の電圧が電圧計に表示されます。（7）電流切替スイッチ◎スイッチを切り替えることにより、．切り替えた相（R・S・T）の電流が電流計に表示されます。電圧調整器、調速ハンドル（1）電圧調整器》、鐘発電機の出力電圧を調整するダイヤルです。ダイヤルを時計方向に回す（高方向）と電圧が上がり、反対方向に回す（低方向）と下がります。（2）調速ハンドル固室ナット　廟遠ハンドル熊1　、■電　醜累　纂髄リリー護・巌7イドリング◆一〇畜剛く注意＞エンジン回転を調整する調速ハンドルです。調速ハンドルを時計方向に回すと回転速度が下がり、反対方向に回すと上がります。運転中は調速ハンドルを固定ナットで固定してから使用してください。固定ナットを時計方向に回すと固定できます。なお、リリースボタンを押したままで、調速ハンドルを押すとアイドリングに、引くことにより、定格運転域となります。O運転中は、かならず調整ハンドルを固定ナットで固定してください。　固定しない場合、周波数（エンジン回転速度）が運転中に変動する　ことがあります。（3）漏電警報器（漏電リレー）PO脚ERL蹴m00TEST　RESETOO負荷側の漏電を検知し、三相及び単相ブレーカーを遮断させます。（『7−3．漏電遮断装置と接地の方法』参照）135−3．燃料配管切替（三方弁）臆▲O配管工事中は必ずエンジンを停止してください。○燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。三方弁を切替ることにより、外部タンクから給油することができます。その場合、搭載タンクは使用しません。（1）搭載タンクを使用する場合　本機出荷時、三方弁のレバーは”A”です。　また、外部燃料給油口・戻り口はプラグ　（PT3／8）を取り付けています。そのまま　でご使用ください。＜注意＞　　O外部タンクからの配管をはずした時レパー』弁方冒一『プ9グ‘背3ん�d外郎熾糾臓　口外郎臓料罠り口A−懸　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）は、レバー位置を”A”とし、プラグを取り付けてください。（2）外部燃料タンクを使用する場合　外部燃料給油口・戻り口を外部タンクと　接続し、三方弁のレバーを”B”にしてく　ださい。　外部燃料タンクから給油できます。　作業手順は『9−5．外部燃料タンクと　の接続』を参照してください。外郎騨タンクヘ配賢（図はDG450MI，600MI）6，運搬・据え付け6−1．運搬の方法愈危険：けが　　　O本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。　　　○ロープ掛金具で吊り上げないでください。本機が落下するおそ　　　　れがあります。（1〉吊り上げ方法吊り金具を使用して吊り上げてください。陶　　　一・一114（2）運搬本機を運搬するときは、左右のロープ掛金具にロープを掛け、しっかりと固定して行ってください。〔コααO一ブ掛金具騨蕪鵜團＜注意＞　　O本機の吊り上げ・吊り降ろし、また運搬の際は丁寧に取り扱ってく　　　ださい。乱暴に取り扱うと本機の損傷、故障の原因となります。6−2．据え付けの方法愈危険：排気ガス中毒　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで　　　　　ください。∠』注意：排気ガス中毒　　　O排気を通行人や建物などに向けないでください。▲注意：火災　　　○本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所で運　　　　転してください。　　　Oマフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけな　　　　　いでください。■本機は、固い平坦な地盤に水平に設置してください。■制御盤扉・左右点検扉は、内部の点検整備が行えるように、壁などの障　害物から1m以上離して設置してください。＜注意＞P　O本機は、固い平坦な地盤に水平に設置して使用することを前提にし　　て作られています。従って、それ以外の設置方法での使用は故障の　　原因となりますので注意してください。　Oラジエーターの排風口、マフラーの排気口の方向に障害物．を置かな　　いでください。エンジンの出力低下・オーバーヒート・電装部品の　　故障の原因になります。　Oほこりや塩分の多い場所での使用は、ラジエーターの目詰まりによ15るオーバーヒートや故障・電装部品の絶縁低下の原因になりますので、十分に保守・点検を行ってください。7．負荷の接続7−1．負荷ケーブルの選定　ケーブルに使用できる許容電流と、本機から使用機器までの距離を考慮し、　十分な太さのケーブルを使用してください。▲注意：物的損害　　　O負荷電流がケーブルの許容電流を越えると発熱によりケーブル　　　　が焼損することがあります。　　　Oケーブルが長すぎたり、細すぎたりするとケーブル間での電圧　　　　降下が大きくなり、使用機器への入力電圧が下がり性能低下や　　　　作動不良、また故障の原因になります。＜注意＞　○ケーブル間での電圧降下が、定格電圧の5％以内となるように太さ　　　と長さを選定してください。■負荷ケーブルの電圧降下を求める簡略式　〇三相三線式の場合　　　　　　　　1　　　長さ（ω　電圧降下（V〉＝一　　×　　　　　　×電流（A）×4「3　　　　　　　　58　　　　太さ（m孟）　○単相二線式の場合　　　　　　　　1　　　長さ（m）　電圧降下（V）＝一　　×　　　　　　×電流（A）×2　　　　　　　　58　　　太さ（m孟）　　■負荷ケーブルの選定表（例）使用電圧が220Vで、電圧降下を11Vとしたとき。三相三線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：m孟）　　長さ電流50m以下75m100m125m150m200m50A81414223030100A142230385060200A38閣50608010012516（例）　使用電圧が100Vで、電圧降下を5Vとしたとき。単相二線式　キャブタイヤケーブル単芯の場合（単位：m�u）　　長さ電流50m以下75m100m10A5．55．5820A8142230A『14222250A223030100A3050607−2．負荷ケーブルの接続方法愈危険：感電　　　O出力端子への負荷ケーブルの取り付け・取りはずしは、必ずす　　　　べてのブレーカーをrOF　F』にし、エンジンを停止し、エン　　　　ジンキーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業す　　　　る人が保管してください。▲注意：鹸　　　O交流出力を屋内配線に接続しないでください。＜注意＞　○負荷の接続は本機出力の1／3が各相（R・S・T）に均等に掛かるように　　接続してください。　〇三相・単相出力を同時に使用する場合は、各相に流れる電流が本機　　の定格電流以下となるようにしてください。　〇三相出力を使用する場合は、単相出力が低下しますので注意してく　　ださい。　○単相出力端子とコンセントはR相，丁相を使用しています。（1）三相出力端子　■三相負荷の場合　　○端子電圧は200V／220V（50Hz／60Hz）です。R　　S　　TO　O　OOOn〉鮪17■単相負荷の場合　○端子電圧は115V／127V（50Hz／60Hz）です。RSTO　　O　　OO○　　　　　　　　　ロ　　ロ　　ロ　　　　　　　　　昌昌《｝　　　　　　　　　負荷　負荷　負荷■単相負荷の場合　○端子電圧は200V／220V（50Hz／60Hz）です。O　　　　　　　　　　　一」　　〕　　〕　　　　　　　　　　　昌《｝昌　　　　　　　　　　　負荷　負荷　負荷（2）単相出力端子　■出力端子およびコンセント　　○端子電圧は100V／110V（50Hz／60Hz）です。　　〇三相出力を使用しない場合、各端子およびコンセントで使用できる　　　電力は下記の通りです。WI　　WOら巴○U1−UOW1−WO　lCON3一9）COM一9〉合計合計計A口総O　CON3，CON4は、DG600MIのみ装備しています。機種ごとに以下のk　VAまで使用できます。（100V／110V）U1−UOW1−WOCON1CON2CON3　　CON4合計総合計DG450MI7．57．51．51．5設定無し7．515DG600MI9．09．01．51．51，5　　1．59．018DG900MI10／1110／111．5L5設定無し10／1120／22187−3．漏電遮断装置と接地の方法愈危険、感電　　　○接地工事は、必ず指示するすべての箇所に行ってください。い　　　　ずれか1つでも接地しなかった場合、人体を漏電電流が流れ、　　　　漏電遮断装置を装備していないときより危険な状態となりま　　　　す。　　　O使用機器の漏電遮断装置を接地した場合でも、本機の漏電遮断　　　　用接地端子と外箱接地端子は必ず接地してください。　　　○接地工事は、必ずエンジンを停止して行ってください。　　　O漏電遮断装置が作動したときは、必ず漏電箇所を修理してくだ　　　　さい。本機は、感電事故防止のため漏電リレーより信号を受けてブレーカーを遮断させる漏電遮断装置を装備しています。使用機器の絶縁不良などにより漏電が発生したとき、すみやかに電路を遮断します。漏電リレーの仕様は次の通りです。　O定格感度電流　　30mA以下（接地抵抗500Ω以下）　○作動時間　　　　O．1秒以内く注意＞　　○他の感度電流の漏電リレーも取り付け可能です。ただし、その場　　　合必要とする接地抵抗値、接地用コンデンサの容量などが異なっ　　　てきますので、別途弊社営業所にご相談ください。　　　また感度電流30mAを超える場合（100，200，500mAなど）は、感電　　　防止用としては不十分となります。その場合、各負荷ごとには感　　　度電流30mA以下の漏電遮断器を取り付けてください。　　　感度電流の選定に関する詳しい情報は、内線規定（�鞄�本電気協　　　会）の151．2項r漏電遮断器などの選定」を参照してください。（1）接地工事　電気工事士等の資格者が、つぎの3箇所すべてに第三種接地工事（接地抵抗500Ω以下）を行ってください。　○本機の漏電遮断用接地端子　O本機の外箱接地端子　○使用機器の金属製外箱　く注意＞濡電遮断用掻地端子　　　本機の外箱擾地1鑓アース棒も」麗　O使用機器に接地工事が行えない場合は、お求めの販売店か弊社営業　　　所にご相談ください。（2）作動確認愈危険：感電．けが　　　Oブレーカーを『ON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー　　　　や使用機器のスイッチが『O　F　F』になっているこ≧を確認し　　　　てください。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブ　　　　レーカーの操作を行ってください。19　始業前には、必ず作動確認を行ってください。尋　　　負荷側のブレーカー、使用機器のスイッ　　　チが『O　F　F』になっていることを確認　　　します。ゼL本機の三相・単相ブレーカーがr・F　　　F』になっていることを確認します。　　工　　て　　つ　　従　　に　　コ　　備　　準　　転。　　運す　　・ま　　動し　　始動　　●始　　1を　　一ン　　9ジ　　『ン呂　　三相ブレーカーミ’1噂、グ＿難蹴呂響び単相ブレーカーを『ON』にし　　　漏電警報器のテストボタン（赤色）を押呂　　　します。（このとき、漏電警報器の漏電　　　表示灯（赤色ランプ）が点灯し、三相　　　　及び単相ブレーカーのレバーが『ON』　　　と『O　F　F』の中間位置に移動すれば　　　正常です。）呂　　　リセットボタンを押します。　　　このとき、漏電表示灯（赤色ランプ）　　　が消灯します。（図はDG450MI，600MI）電圧調整ダィヤル　　O　　　　o匡団図囹團＝＝・・三相ブレーカ単相ブレーカ漏電警報器（図はD900MI〉鰍滋　　　　糊尋　　　　三相及び単相ブレーカーのレバーを　　　　（図はDG450MI〉　　　　『OF　F』の位置まで押し下げます。　以上の操作で作動確認できないときは、装置が故障していますので、お求　めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。（3）漏電遮断装置が作動した場合　漏電遮断装置が作動したときは、漏電表示灯（赤色ランプ）が点灯し、三　相及び単相ブレーカーのレバーが『ON』と『O　F　F』の中間位置になり　ます。そのときは、漏電箇所を修理してから、つぎの手順で復帰してくだ　さい。　（漏電表示灯が点灯していないときは、電流の取りすぎです。）尋　　　リセットボタンを押すか、エンジンを停止します。ゼL三相及び単相ブレーカーのレバーをr・FF』の位置まで押し下げ　　　ます。　以上の操作で、再びブレーカーをrON』にできる状態となります。208．始業前点検ゆ危険：感電．けが　　　O点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してくださ　　　　　い。1』L注意，火災・やけど　　　O点検時は必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないで　　　　　ください。また、エンジンが冷えてから行ってください。▲注意：火災　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。8−1．エンジンオイルの点検　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。オイル量の点検は、本機を水平にし、オイルゲージをいっぱいに差し込んで確認してください。始業前にはオイルを上限レベルまでオイルフィラから給油しておいてください。＜注意＞　○本機が傾いた状態では、オイル量　　　を正確に確認することができません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）○オイルの入れ過ぎはエンジンを破損することがありますので注意し　　　てください。（1）エンジンオイルの種類　AP　Iサービス分類のCD級以上を使　用してください。（2）エンジンオイルの粘度　オイルは外気温度に応じて適正な粘度　　（表を参照）のディーゼル用エンジン　オイルを使用してください。　　　　　○粘度と気温との関係下限レペル　上限レペル／∠U70鞭HΨ×程ジト（レ／ヲイ　、オ．益．温）気�t　　　　1←SAE20120W→1　←SAE40＜←一一一一SAE10W一一一一→〉　　＜一一一一一SAE30一一→SAE　10W−30＜←一一一一　SAE　15W−40120W−4021（3）エンジンオイル交換油量単位：L潤滑油総量（フィルター容量を含む）DG450MI。DG600MI14．　2　（1．　2）DG900MI20（2）　　　　　　　　　　　　　　　　（）内はフィルタ容量を示す。8−2．冷却水の点検　　　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。愈危険：けが　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してくださ　　　　　い。▲注意：やけど　　　○運転中や停止直後は、ラジエーターキャップを開けないでくだ　　　　　さい。熱水蒸気が吹き出します。　　　○運転中や停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　　れないでください。ラジエーターとサブタンクの冷却水量を点検し、不足しているときは給水してください。（1〉ラジエーターの点検・給水尋　　　ラジエーターキャップをはずします。呂燃穿鉾水口の口元いっぱ　母　　　ラジエーターキャップを締め付けます。ラジエーターキャッブノ〜給水o　（2）サブタンクの点検・給水尋　　　サブタンク内の冷却水が『MA　　　X』と『M　I　N』レベルの範囲　　　にあるか点検します。ゼL不足しているときは冷却水をrM　　　AX』まで入れます。　＜注意＞（図はDG450MI，600MDO冷却水は水道水などの水質の良好な軟水を使用してください。○凍結のおそれがある場合は、ロングライフクーラント（L　L　C）を　使用してください。　（工場出荷時は、混合率30％のL　L　Cを使用　しています。）Oサブタンクにも同混合率のL　L　Cを使用してください。O　L　L　Cの混合率は、外気温度に応じて30〜45％の範囲で使用し　てください。　　　　　　　　　　　　22O　L　L　Cは2年または400時間で交換してください。　　　　　　　混合率の目安外気温度一15℃一20℃一30℃混合率30％35％45％（3）冷却水量単位lL冷却水総量（サプタンク容量を含む）DG450MI・DG600MI・1）G900MI27（3）はフタンク谷里を示　。8−3．ファンベルトの点検　　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。ゆ危険：けが　　　○点検時は必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行　　　　ってください。その間、キーは作業する人が保管してくださ　　　　い。　　　○運転中は、点検扉を開けないでください。冷却ファンやベルト　　　　などの回転部に巻き込まれるおそれがあります。▲注意：やけど　　　○エンジン停止直後は、エンジンが高温になっていますので、触　　　　れないでください。（1）ファンベルトの張り　ファンプーリーとオルタネータプ　ーリーの中間を指で押し（約　98N｛10kg　f｝）『たわみ』が8〜　12mm以内なら適正です。　（DG900MIは10〜15mm以内）（2）ファンベルトの状態　ベルトに損傷がないか点検し、損　傷がある場合は交換してください。　＜注意＞（　　　殴｛98N》■　　《　　　　ものロじ　甲7ノ、・　たわみ量警酎グ○ベルトの調整および交換は、別冊のエンジン取扱説明書に従ってく　ださい。8−4．燃料の点検▲注意：火災　　　○　燃料をこぼしたときは、必ずふき取ってください。燃料が十分入っているか点検し、不足しているときは給油してください。23　＜注意＞O燃料は、ディーゼル用J　I　S2号　軽油（一5℃まで）を使用してく　ださい。○寒冷時は、ディーゼル用J　I　S3　号軽油（一15℃まで）やJ　I　S　特3号軽油（一25℃まで）を使　用してください。○給油口に装着してある燃料コシ網　を必ず使用してください。燃料コシ網給油ロ＼タンクキャッブ■nの／♂O燃料は、満タンより控え目に給油してください。8−5．燃料・オイル・冷却水もれの点検▲注意：火災　　　○燃料やオイルのもれがある場合は、絶対に使用せず修理してく　　　　ださい。燃料配管接続部などからの燃料もれ、およびオイルや冷却水のもれがないかどうか、点検扉を開けて点検してください。8−6．バッテリーの点検▲注意：目や皮膚の障害　　　○バッテリー液には希硫酸が含まれていますので、目・皮膚・　　　　衣服などに付着させないでください。付着したときはすぐに多　　　　量の水で洗い流し、特に目に入ったときは必ず医師の診断を受　　　　　けてください。▲注意：爆発　　　○バツテリーの液面高さが下限レベル以下では使用や充電をしな　　　　　いでください。　　　○バッテリーは引火性ガスを発生しますので、付近でスパークさ　　　　せたり火気を近づけないでください。尋耀議鎌謬膿鴇　　　給します。呂　　　端子のゆるみを点検し、ゆるんでい　　　るときは増し締めしてください。　＜注意＞　　○バッテリー液の比重が1．23以下の端子9999　　，F甲重藍離zし“o“下阻レベル上限レペルときは充電が必要ですので、お求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。24■バッテリーの交換方法く注意＞　○バッテリーは2個を直列に接続しています。バッテリーの交換や、　　　ケーブルをはずすときは必ず下記の手順通りに行ってください。手　　　順を誤りますとバッテリーがショートします。（1）制御盤に向かって左側（以降左側）のバッテリーを交換する場合　　　まず、制御盤に向かって右側（以尋　　　、降右側）のバッテリーの『一』側　　　ケーブルをはずします。　（必ず右　　　側のバッテリーからケーブルをは　　　ずします。）呂　　　右側のバッテリーの『＋』側ケー　　　ブルをはずします。邑禦欝薦9『一』側ケー呂灘刷一固定金具をはず呂　　　左側のバッテリーのr＋』側ケー　　　ブルをはずします。尋　　　左側のバッテリーを取り出します。固定金》饗e端子（必ず『一』側を先にはずします。）※バッテリーの取り付けは逆の手順で行います。　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）（交換したバッテリーの（2）右側のバッテリーを交換する場合尋耀醗劉謂雪��端子固定金ン発電体1　　　　側を先にはずします。）呂　　　右側のバッテリー固定金具をはず　　　します。呂　　　右側の『＋』側ケーブルをはずし邑　　　ます。　　　　　　　　　　　　　　　右側のバッテリー　　　　右側のバッテリーを取り出します。　※バッテリーの取り付けは逆の手順で行います。　（交換したバッテリーの　　　『＋』側ケーブルを先に取り付けます。）　＜注意＞　　　O端子からはずしたケーブルが端子に接触しないよう十分注意してだ　　　　さい。　　　　　　　　　　　　　　　259．運転方法9−1．始動・運転準備愈危険、排気ガス中毒　　　○エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていま　　　　すので、室内・トンネルなどの換気の悪い所では運転しないで　　　　　ください。▲注意：排気ガス中毒　　　○排気を通行人や建物などに向けないでください。▲注意：火災　　　○マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物　　　　　（燃料・ガス・塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけ　　　　　ないでください。　　　O本機は、壁などの障害物から1m以上離し、水平な場所に設　　　　　置してください。▲注意：けが　　　○本機が移動しないよう、水平で安定した場所に設置してくだ　　　　　さい。　　　O始動前に、必ず使用機器のスイッチを切り、ブレーカーをrO　　　　　FF』にしてください。ξL本機制御盤の三相・および単相ブレーカーをr・FF』にし就呂　　　リリースボタンを押し調速ハンドルをいっぱいに押し込みます。母鷺蕪誌島糟』灘置顯』蔵臨繕膨　　　赤熱してから始動します。　＜注意＞　　　○セルモーターは、10秒以上連続してまわさないでください。　　　Oスタータースイッチの操作を繰り返すときは、30秒以上操作間隔　　　　をあけてください。三相ブレーカースタータースイツチ　　　　o團囹　図◎E］図醗電圧調整ダイヤル　予熱表示灯　調速　　　　　　　　　ハンドル（図はDG450MI，600MD電圧雛ダイヤル碧諺一�H　O　　　o團囹図囹團日・・○幽�B（i）　　　　　　　　　倹三相ブレーカ　単相ブレーカ　予熱表示灯調速ハンドル（図はDG900MI）26タ。ンン無一。す　ハハ、タす　ま　速速い◎スま　し　調調行す、し　を　　、、をまら離　転　しに整せたを　運　押次調わし手　機　を。微あ動ら暖ンす度に始か　　、タま速度がチ　間ボきし速ンツ　分　ス引回転ジイ　O　一をを回ンス　ー　リルル荷工一　約　リドド負呂呂呂単相ブレーカー∠　◎　　◎�J�J　�J�@　　o（図はDG450MI）無負荷回転速度50Hz　運転約1575min−1（52．5Hz）60Hz　運転約1890min−1（63．OHz）　＜注意＞　　　O無負荷時に上記の回転速度にあわせると、定格負荷時に50H　zあ　　　　るいは60H　zになります。呂　　　調速ハンドルを固定ナットで固定します。　＜注意＞　　　O運転中は、かならず調速ハンドルを固定ナットで固定してください。　　　　固定しない場合、周波数（エンジン回転速度〉が運転中に変動するこ　　　　とがあります。呂電圧調整ダイヤルで使用する電圧にあわせ甑母　　　ブレーカーを『ON』にすることで送電状態になります。愈危険：感電．けが　　　○ブレーカーをrON』にするときは、必ず負荷側のブレーカー　　　　や使用機器のスイッチが『O　F　F』になっていることを確認し　　　　てください。また、負荷側の作業者と良く連絡を取りながらブ　　　　　レーカーの操作を行ってください。9−2．運転中の取り扱い　　（1）始動後の点検　　　　O計器類や表示灯が正常な状態か確認してください。　　　　　　（『5．装備』参照）　　　　O異常振動や異常音がしないか確認してください。　　　　O排気ガスの色が正常か確認してください。正常な状態では無色か、　　　　　わずかに青色の排気ガスが出ます。　　　＜注意＞　　　　　○異常がある場合は、本機をそのまま使用せずに、お買い求めの販売　　　　　店か、弊社営業所に修理を申し付けてください。27（2）運転中の調整　　　O負荷運転中、回転計・周波数計・電圧計を確認しながら、調速ハン　　　　ドル・電圧調整ダイヤルで回転速度と電圧を微調整してください。■燃料切れで停止したときの燃料系統のエアー抜き　※別冊のエンジン取扱説明書もあわせてお読みください。　　本機は、自動エアー抜き機構を装備しています。燃料切れでエンジンが　　停止しても、下記の手順で容易にエアー抜きができます。五L燃料を給油し甑　　　【ξLスタ＋スイッチをr運転』の圃こし救約20秒でエアー抜　　　きが完了します。　＜注意＞　　O調速ハンドルをいっぱいに押し込み、エンジンを始動させ、完全に　　　エアーが抜けたことを確認してください。エアー抜きが不十分な場　　　合、エンジンの回転が安定しません。再度、エアー抜き操作を行っ　　　てください。9−3．停止互L負荷側のスイッチとブレ＋をr・FF』にし就　　　　　　　　　一ゼL本機制御盤の三相・および単相ブレーカーをr・FF』にし甑呂調速ハンドルの固定ナットを緩漱呂リ繍盃輪磐ま静ンドルを押し込みアイドリングεL約3胴冷機運転をし甑呂　　　スタータースイッチを『停止』にします。9−4．保護機能　　本機は運転中に異常が発生すると自動停止する機能と、異常箇所を警告灯　　で知らせる機能を装備しています。　　エンジンが自動停止したとき、また警告灯が点灯したときはエンジンを停　　止し、異常箇所の点検を行ってください。28保護機能一覧表動作内容ブレーカーエンジン警告灯NQ遮断自動点灯異常時の状態異常内容停止エンジンの冷却水温が高1水温上昇一OOくなったときに作動（設定値105℃）モエンジンオイルの油圧が2油圧低下一OO低下したときに作動二設定値0．98×100kPaタ11．Okgf／c�u｝3充電不良一｝○バッテリーに充電ができ1なくなったときに作動4ラフィルターエアーフィルターエレメ目詰まり一一Oントが目詰まりしたときンに作動5プバツテリー一一Oバッテリー液が少なくな液面低下ったときに作動6燃料不足一一○燃料の残量が少なくなったときに作動7漏電発生O一○漏電発生時に作動8過負荷使用O一一過負荷使用時に作動※表中のO印は作動することを示します。9−5．外部燃料タンクとの接続臆▲O配管工事中は必ずエンジンを停止してください。○燃料をこぼしたときは必ずふき取ってください。O配管後、燃料もれの無いことを確認してください。互L三方弁のレバぞ醐位置にし諒呂　　　外部燃料給油口・戻り口のプラグ（PT3／8）をはずし、図のように外　　　部燃料タンクと接続します。　　　　　　　　　　　　　．亙L三方弁のレバー柑の位置にしま凱29呂　　　外部燃料タンク接続ホース内の　　　エアを抜きます。以上の操作で　　　外部燃料タンクから給油が出来　　　ます。　＜注意＞　　　Oエア抜きは『9−2．運転中の　　　　取り扱い』を参照してください。　　　○配管にホースを使用する場合は　　　　内径8〜10mm位の耐油ホースを　　　　使用してください。　　　○外部燃料タンクの油面は、本機欄蟹ンク、夢レバージ弁3外部燃外部　・A−虚鑑　　B　底面から0〜＋3mになるように設置してください。○外部燃料給油口・戻り口からの燃料流出防止のため、配管作業時は　三方弁のレバーをκA”の位置にしてください。Oレバーの位置を誤ると、搭載タンクや外部タンクから燃料があふれ　でるζとがあります。充分に確認して作業を行なってください。10．点検・整備愈危険、感電。けが　　　O必ずエンジンを停止し、エンジンキーを抜いてから行ってくだ　　　　さい。その間、キーは作業する人が保管してください。▲注意：火災・やけど　　　O必ずエンジンを停止し、絶対に火気を近づけないでください。　　　　　また、エンジンが冷えてから行ってください。▲注意：火災　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。本機を常に良好な状態で使用できるよう、次の表にしたがって定期的に点検・整備を行ってください。稼働時間は、積算時間計を目安にしてください。＜注意＞　○始業前点検以外は、専門技術者が行ってください。　○表中の●印はお求めの販売店か弊社営業所に申し付けてください。　○エンジンの点検・整備は主要点検項目のみ記載しています。詳細な　　点検項目については、別冊のエンジン取扱説明書に従ってください。　○交換部品は、必ず純正品を使用してください。　O　A重油を使用している時は、エンジンオイル・オイルフィルタ・燃　　料フィルターの交換及び噴射ノズルの点検時間を下記の半分として　　ください。30項　　目始業前点検200時間ごとに400時間ごとに500時間ごとに1000時間ごとにエ　　　　ン　　　　ジ　　　　ン　　　　側各部の清掃・締付点検○エンジンオイルの点検・給油○エンジンオイルの交換第1回目○（50時間目》第2回目以降　　Oオイルフィルターの交換第1回目O（50時間目）第2回目以降　　○冷却水の点検・給水○エンジン排気色の点検○冷却水の交換　　O（または2年〉水分離器内の沈殿物・水分の排出○燃料フィルターの水抜きと交換　○（水抜き）　○（交換）燃料タンクの水抜き○水分離器・エンジンフィードポンプのゴーズフィルターの清掃　○（清掃）燃料自動エア抜き用電磁ポンプ内のフィルター交換　○（交換）燃料タンク内部清掃●燃料・オイル・冷却水漏れの点検○燃料ホースの交換　　●（または1年）エアーフィルターエレメントの清掃・交換　○（清掃）　○（交換）バッテリー液量の点検○バッテリー比重の点検○ファンベルトの点検○ラジエーターの清掃●エンジンバルブクリアランスの点検・調整●エンジン圧縮圧力の点検●燃料噴射ノズルの点検●燃料噴射時期の点検●発　電　機　側各計器の作動警告ランプの点検○漏電リレーの動作確認○漏電遮断用接地抵抗の確認○絶縁抵抗の測定○31（1）エンジンオイルの交換初　回50時間目2回目以降200時間ごと芝Lオイルフィラキャップをはずしま　　　す。呂鋤芽鴇譲野してエオイルゲージ　　オイルフィラキャッブオイルフィラドレンブラグ（図はDG450MI，600MD逗Lオイルドレンプラグを締め付けま　　　す。呂　　　オイルゲージで油面レベルを確認　　　しながら、オイルフイラからオイ　　　ルを上限レベルまで入れます。だLオイルフィラキャップを締め付け　　　ます。歪εノオイルドレン（図はDG900MI）く注意＞　Oエンジンオイルの交換油量及び種　　類は、『8−1．エンジンオイル　　の点検』を参照してください。　O　A重油を使用した時は、100時　　間ごとに交換してください。（2）オイルフィルターの交換初　回50時間目2回目以降400時間ごと（図はDG450MI，600MI）尋敷甥チ糎灘騨呂多二錨蹄オイルフイルゼL新品のオイルフィルターのガスケ　　　ットにオイルを薄く塗布します。呂オイルフィルターを手でねじ込み、　　　シール面にガスケットが接触して　　　から、『q7目o　◎O／000O　　　一　　タ　　ル　　フ　　ル　　イ／　　　オ！　ノ　OO◎O，ノO彰）甲　　　’　O泌蕉塾　　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG900MI）フィルターレンチで『2／3回転』締め付けます。32呂エンジンオイルを給油し戴＜注意＞　　○フィルターレンチがないときは、　　　お求めの販売店か弊社営業所に交　　　換を申し付けてください。　　O　A重油を使用した時は、200時　　　．間ごとに交換してください。　　○オイルフィルター品番型式いすダ品番DG450ML・DG600MI8943212190DG900MI1132400461（3）エアーフィルターエレメントの清掃・交換清　　　掃200時間ごと交　　　換500時間ごと尋　　　エアークリーナーの締付ボルト　　　を緩め、クリーナーキャップを　　　はずします。呂蝶ボルトをゆるめ、エアーフィ　　　ルター，エレメントをはずします。／締付ポルト　エアークリーナー榔／l　l￥1ス諜　　1　　　クリーナーキャッブ（図はDG450MI，600MD邑　　　工アーフィルターエレメントを　　　清掃または交換し、逆の手順で　　　組み込みます。＜注意＞　　　○クリーナーキャップは、必ず　　　　矢印方向を上にしてください。　　　Oホコリの多い場所で使用する　　　　ときは、早めに清掃してくだ　　　　さい。　　　○エレメント品番エア噛フィルターエレメント型式いすゴ品番DG450MI9142151521DG600MI9142151351DG900MI9142151321■エアーフィルターエレメントの清掃方法く乾燥したホコリが付着している場合＞　圧縮空気をエレメントの内側から吹き付けます。＜カーボンや油分が付着している場合＞　新品と交換してください。33（4）水分離器の水抜き　カップ内のフロート（赤色）が水抜きレ　ベルまで浮上したら、水抜きをしてくだ　さい。尋　　　コックを緩めます。呂水抜きが完了したら・コックを締　　　め付けます。（5）燃料フィルターの水抜きと交換カップコック酬陶願D曜．一　＝水抜きレペルフロート水　抜　き200時間ごと交　　　換500時間ごとξLフィルターレンチを使用してrフ　　　ィルター』を取りはずします。呂　　　　『フィルター』内の水を捨てます。母　　　新品のフィルターと交換するとき　　　は、ガスケットに燃料を薄く塗布　　　します。藝燃料フィルター呂　　　フィルターを手でねじ込み、シ」　　　ル面にガスケットが接触してから、　　　フィルターレンチで『2／3回』締　　　め付けます。　＜注意＞　　Oフィルターの交換が終わったら、　　　　燃料系統の『エアー抜き』を行ってください。　（『9−2．運転中　　　　の取り扱い』参照）　　O　A重油を使用した時は、250時間ごとに交換してください。　エレメント品番型式いす穿品番DG450MI・DG600MI1　132400791DG900MI113240069134（6）水分離器・エンジンフィードポンプのゴーズフィルターの清掃清　　掃200時間ごと尋アイボルトを取り外しま凱呂　　　アイボルトの中のゴーズフィル　　　ターを取り外します。　　　　　　　　　　　　『母　　　ゴーズフィルターを軽油で洗浄　　　し、逆の手順で組み込みます。　　／アイボルト1イ〉O　　Oジョイントパイプ水分離器■水分離器のゴーズフィルターが最も　汚れやすいため、必ず点検してくだ　さい。■A重油や、ドラム缶入りの燃料を使　用したときは、ゴーズフィルターが　目詰まりしやすいため、早めに点検　してください。＜注意＞　Oアイボルトを取り外すと燃料がこ　　ぼれますので、燃料の受け皿を用　　意してください。　○ジョイントパイプの両側には、　　ガスケヅトが取り付けられていま　　す。　　無くさないようにし、組み込み時　　は忘れずに取り付けてください。　○組み込み後は、燃料漏れのないこ　　とを確認してください。　○ゴーズフィルターが破損したら、　　アイボルトとセットで交換してく　　ださい。　　　濃　　　　　り　　　　　》〜　　　ジョイントパイプアイボノレトパむフイードポンプ皿　　　　ゴーズフィルター／　　　　アイボルト○アイボルト品番（ゴーズフィルター内蔵）型式いすゴ品番水分離器側エンジンフィードポンプ側DG450MIDG600MI5　1　5　7　5902708　9　7　0　6　3　1　5　50DG900MI1　096　7　506　308　97063　1　55035（7）燃料自動工ア抜き用電磁ポンプ内の　フィルター交換交　　換1000時間ごと尋　　　ポンプ下部のカバーを左に回し、　　　フィルターを取り出します。呂　　　交換フィルターを、逆の手順で取　　　り付けます。　＜注意＞　　　ください。　　○フィルター品番○自動エア抜き用　　◎電磁ポンプ　　　　　　／飼　　フィルター◎　　　　　　　��　　　　　　　　》○フィルター交換時、燃料がこぼれますので、燃料の受け皿を用意してO組み込み後は、燃料漏れのないことを確認してください。型式いす∫品番DG450MIDG600MIDG900MI894337−0220（8）燃料タンクの水抜き水抜き200時間ごと呂　　　燃料ドレンプラグをはずします。呂水が抜けたら・燃料ドレンプラグ　　　を締め付けます。o　　Jノ燃料ドレンプラグ（9）冷却水の交換交換2年または400時間ごと尋手ずエーターキャップをはずしま呂　　　ラジエータードレンプラグ及び、　　　エンジン側のドレンコックを緩めます。＼　F　ラジエーターキャッブ1劃136母　　　冷却水が抜けたら、ラジエーター　　　ドレンプラグとエンジン側のドレ　　　ンコックを締め付けます。呂携ζ多聯諒窪鍛ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン邑鍵纏謙撚ま酵呂ラジエ＋に冷却水を・元いっ　、　　　ぱいまでいれ救　　　　t呂　　　ラジエーターキャップを締め付け　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冷却水ドレン　　　ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図はDG450MI，600MI）　＜注意＞　　　O冷却水は『8−2．冷却水の点検』を参照してください。（図はDG900MI）3711．長期保管ゆ危険：感電．けが　　　O点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジンキ　　　　ーを抜いてから行ってください。その間、キーは作業する人が　　　　保管してください。▲注意，火災・やけど　　　○点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止し、絶対に火気　　　　を近づけないでください。また、エンジンが冷えてから行って　　　　ください。▲注意：火災　　　O燃料やオイルをこぼしたときは、必ずふき取ってください。　（1〉保管方法　本機を2カ月以上使用しないときは、次の手順で整備を行って保管してく　ださい。互Lバッテリーをはずし就呂エンジンオイルを交換しま凱母燃料タンクと燃料フィルターの燃料を抜き頗呂叢響し・湿気・ホコリの少な噺1こカバーなどをかけて保　く注意＞　　O取りはずしたバッテリーは、月1回程度補充電を行ってください。　　○エンジン関係の処置については、別冊のエンジン取扱説明書もあわ　　　　せてお読みください。（2）二段積みの方法ゆ危険：けが　　　本機を二段積みにして、倉庫などに格納するときは、必ず次の事項　　　を守ってください。　　　O本機のボンネットにへこみや、ボルト類のゆるみ欠落が無いこ　　　　とを確認してください。38〇二段積みの重量に耐えられる固い地盤に、水平に置いてくださ　い。○本機を吊り上げるときは、必ず吊り金具を使用してください。O発電機と発電機との間には、指定箇所に同一サイズで本機幅よ　り長い枕木を入れ、その上に発電機を置いてください。O積み重ねは二段までとし、下になる機械の重量・寸法より大き　い機械はのせないでください。〇二段積みの状態で機械の運転をしないでください。贈12．故障時の対応愈危険：感電　　　O本機や体がぬれているときは、運転しないでください。　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。▲注意：けが　　　○必ずエンジンを停止して行ってください。▲注意：火災・やけど　　　O絶対に火気を近づけないでください。　　　○エンジンの停止直後は、エンジンやマフラーが高温になってい　　　　ますので、エンジンが冷えてから点検等を行ってください。本機の調子が悪いときは、次の表にしたがって点検してください。点検しても正常にならないときは、お求めの販売店か弊社営業所に修理を申し付けてください。39症状推定原因処置セルモーターが1．バッテリーあがりLバッテリーを充電する起動しない2．バッテリーの劣化2．バッテリーを交換するエンジンが始動1．燃料の不足1．燃料を給油するしない2．燃料系統にエアー2．エアー抜きをするが混入3．水分離器・燃料フィルター・3．燃料に水やゴミが燃料タンクの水抜き、および混入ゴーズフィルターを清掃する始動するがすぐ1．オイル不足Lオイルを給油停止する2．冷却水不足2．冷却水を給水3．燃料系統にエアー3．エアー抜きをするが混入4．水分離器・燃料フィルター・4．燃料に水やゴミが燃料タンクの水抜き、および混入ゴーズフィルターを清掃する交流出力が出な1．ブレーカーがrO1．『ON』にするいFF』交流出力が弱いL周波数が異なる1．機器の指定周波数にあわす2．使用機器の電流が2．使用できる容量の機器にかえ定格を超えているる3．同時投入している3．順次投入にする4．回転速度が低い4．回転速度を上げる機器を使用する1．負荷接続のアンバ1．接続をかえると電圧が大きくランス低下するブレーカーを1．完全に『O　F　F』LブレーカーをrOF　F』の位rON』にできなになっていない置まで押し下げるい2．負荷側の短絡「2．負荷側を点検する3．漏電リレーの作動3．漏電箇所を修理するマフラーから黒1．過負荷で使用L使用する機器の台数を減らす煙が連続して出2．エアーフィルター2．エアーフィルターエレメントるエレメントのつまりを清掃・交換するマフラーから白1．燃料に水が混入L水分離器・燃料フィルター・煙が連続して出燃料タンクの水抜きをするる40占肉口騨V聾CN5VR1VR1，2（ソケツト）9　　　　1　　　　　　　　　　　　　一（WO）55W／L〉一（⊃）＞ρm＞）〜》A偶）▽　竃E壁（o〜300v）　A　電驚計（o〜150A）＞P5〜〔N（）　　　　　　　　　　　　自馳工ア接肩譲敗計　初鶏9磁　ホンフ（4S〜65Hz）　リレー　　リレ軸　　　F　　　RI　　　Rvv切9えスイツチVS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∋ブラシレス交流発電擬一一一一一一一一一一一一一一噂一一（11）14B7＞（＞）＞（⊃）8　7　　＞　　（　　〉　　）＞（⊃）　　柔8　ε＞〔＞）＞（⊃）＞〔トじ6s＞（←トo）＞nα）ン（億ト）k21＞（国トo）サーマルリレー（50日z33、5A，60Hz：THRCT14（150／5A）切曽えスイツチAS　　　　　　　　　　3．9A）　　　　　　　≡招ブレーカ（125A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターミツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　単絶ブレ。カ（7SA）　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　『　一　〇o1’一一”「　　CB1　，　　　　　　一1（1）14B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　122B　CB2lll（UO）55WIR（U）Y（CTE）Y14B14B1（UO）55WIR1（21）14B122B・1馨（2）14BEx　ReF（V）1；旨3．5B璽Ar・冨（WO）5SW／L1（31）14Bk　　414B14B22B：3．5B1（3）14B1：旨：1一（0）14B〔w）咽Y・OY・　　　　　　騨　　　　　　　　　CT2　　　　　　　　　（150／5A）　　　　GR（W）Y　　一1｝w　　　　I一　Ar・ExFgK一　　　　一　　　9　11（W）Y　　一　　　　　　　　　　　＿　　一　　一　　＿　　4（5HT）YiII旨197TH爵8（10）14B（20）14B（30）14BJ一　　　一　　　ロ　　　ー　　　一　　　　　幅一Y＿　ρ　一　一r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　旦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　灘電リレー（30mA）　　　　　　　　　　　　　　　　L（u）Y　　　2　　　3　　　　　　（Z1）Y　　　　　　　　　ZCT1Vi　GGr　CN4Y　CN3rR（U）YGruW（V）YVi　　A　B　CJ　　　　　　　　　　AVRK　　　　　　　　　　　　3　　1VWL23（W）Y（V）YGR　　　　　（Z2）Y＞＼ヌ」＼3CN2312　　1fl溜1；ドき1｛」＼3田のo10　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巴”．おoD．0　　　11S　RlRe1　　2　甲　　　曽　　6　　　　　5癒携　　　　　　　　　　’　　　CN6ダィオード’841　　　　　　　　　　　　　〉一　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　ヌO　　　r　　　　　　　　m　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　”1CN1　注記　1．⊃ネクタの端子配列図は、番号付きコネクタ側のかん合面より見たものとする・　2．リード綜色と色記号の関係を表1．に記す。。．85騨AcJO，85B　　　　　　　》　　　　　　　＼　　　　　　　＝　　　　　　　の　　　　　　　雪Nl　I」＼；u，mo」＼2umo30R2鰯子台（68）ぷリウム3．リード綜ストライフ色は、地色／ストライフ色で記す。4．指示なきリード線の太さは、0．75mm2とする。5．カッ〕内記号は、線番を示す。ターミナルぷストRU1UOSWOW1T　コンセントicON1’20櫨CT空幽NC猷…贈23NNC（しCN4　………　2　1醐　　25望�pCN6　　　123　　　囲表1．リード線色表色　名色　記　号黒B白w赤R緑G黄Y茶色Brし聖肖L著葉色L9燈Or紫Vi灰Gr［∪Ω斜αO『≦昌磯勢マ癒醐台四鯛田ViCN5VR1検出ユニットUO　　　　　　　　　　　＞一　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　ε過回転　　　　　　　　　Y＞（Fo弓〉）〜＞〔N〉）V　電E齢（o〜300v）　　A　電潴計（o一一200A）〉一〔P《）〜（Nく　　　　　　　　　　　　自馳工ア痘爾譲敷計　初鶏紬盛　ポン7（45〜65Hz）　リレー・　リレー　　F　　　RI　　　Rvv切曹えスイツチVS＞（⊃）7ζ≧＞（⊃）8　7　　＞　　（　　〉　　）＞（⊃）　　＞　　〔8　3＞〔〉）＞〔⊃）》（トじ65＞（トトo）＞（匡じk　2　1〉一〉一〔　　〔α：u卜一トーo　o）　　）サーマルリレー（50Hz33．6A，60Hz：3．9A）THR切曽えスイツチ　AS　　　　　　　　三相ブレーカ（17SA）CTI　　　　　l一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターミ（200／5A）　　　　CB1　　‘　　　　単廻Zkニカ（100A）　　　　　　　　1フラシレス交流発電穏r一＿＿＿＿＿＿一＿＿一一一一一一（11）22B2墨（1）22B122BCB2　　　　　i1：1（UO）8B（U）Y、　　　　　　　　　　35B（CTE）Y　　　114B114B1軍1巳fl　　Ex　ReF8o11（UO）8B11（21）22B，：22B・35B1（2）22B1一（四〇）8B（V）Y1ol3．SB9　　　　Ar1A卜9璽1（WO）8B塵1（31）22Bk214B14B1　　　：22B：3．5B1（3）22B1：11｛一〔O）22B（W）Y1　　　　lB　Y　l　　　IY　　　　I　　　　I　　　　I一　　　　　　　，　　　　3　　　　i　　　　I　　　　l　　　　｝　　　　1　　　　　　　　　（200〆5A）　　　　GR（W）Y　　一CT2　　　　　　B　　　　　　lL＿＿＿＿＿＿　r　＿　一＿」，1＝ー＝ー−軍「＝1＝ーExFgK響　　一ロ　　　　　　ー　　　9　1　　（SHT）Y（W）Y　　一9�eH浮8（10）22B（20）22B一（30）22B＿　　　＿　一　一　一Y　r・1Vi　GGr・　CN4　　Gr・　　CN3Y　nR（U）Y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）1　　　　　潟電リレー（30mA）　　　　　　　　　　　　　　　　　1（U）Y　　　2　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZCTuVi　　A　B　CJ　　　　　　　　　　AVRK　　　　　　　　　　　　3　　1VwW　2L　3（V）Y（W）Y（V）YGR　　　　　（Z2）Y（Z1）Y0〉一＼3」￥3＞2　　11ll淵18P『1｝ヌunopO、　11SRlRe1　　2　　　　　　　r鑑統　　　　　　　　　　　　　CN6　　　　　　8ダィオード841　　　　　　　＞　　　　　　　＼　　　　　　　3　　　　　　　m　　　　　　　雪”1」￥3切口o　CN1注記14　指『なきリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（440V，1・5μF）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽番号付きコネクタ側のかん合面より見たものとずる。地色／ストライブ色で記す。　079　2とする」＼；CN2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過回転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検出ユニットU　　　　　　　　　　　　　．コネクタの端子配列図は、　　　　　　　　　　　　2．リード線色と色記号の関係を表1．に記す。　　　　　　　　　　　　3．り一ド線ストライブ色は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド線の太さは　　　　8。85w　AcJ　　　　　　　＞　　　　　　　＼　　　　　　　3　　　　　　　田　　　　　　　OD　　　　　　　o　lNI　l」＼ヌuりmomのo　　　　　　　　　16　　　　　085B一R2蟷子台（6懸）　R2ポリウム45指示なきリード線の太さは、0．75mm2とする。カッコ内記号は、線番を示す。ターミナルポストRu1UOSWOW1T　コンセントicON1，2i　コンセントCON3ρ40欄CTCN1幽空CN2CN3博歯繭盤CN4鰯CN5　　　　τ窟・翻6NC表1．リード線色表色　名色　記　号黒B白w赤R緑G黄Y’茶色B卜青L若葉色Lg榿Or・紫Vi灰GnVR1，2〔ソケット）［∪○ooOζH一蕊爾口國ViCN58　784XAB41σ　　1Y）OU（B53B41B53　　　　　　　　　　　　　Cコー　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　−　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　I，1「Il『il　　　　　　　　　　　　　　I151肚lII　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　｝＝　　　　　　　　　　　　　［一　98一51　7　9＞〔O）　　T　　　　　C　　　　　Z　　　　　　Y　　　　　　）　　　　　　τ　　　　　　Z　　　　　　（　　　　）　　　　A　　　　m　　　　O　　　　3　　　　（　　　　「　　　　レ3　　　　リ　　　　電　　　　漏2　　　　　Y　　　　　　）　　　　　　U　　　　　　（Y）2Z（G22Y）V（　　　ミ5−i　　　「　　　タ　　　）　　　A　　　O　　　O　　　q　　　力　　　　一『　　　レ82　　　躯�t　　）輯B　　A　　　　8　　0　　　　3　　5　　Ω鯖切「：9　　レ，−　　　　B一　　1，『　　書Y監　　0　　ー　　一B418B83ー　　置B41B83一YF臼一｝一　　旨1一Wー　ー　’　　一　　一一Y）（塗1覗　　　ザ　　　5　　C−．　　　V　　　O　　　4　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　す4　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　もぬ　　　　　　　　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　見　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　面　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　ん　　す　　　　　　　　　　　　　　　か　記　　　　　　　　　　　　　　　の　　で　　　　　　　　　　　　　　　側　色　　　　　　　　　　　　　　　タ　　ブ　　　　　　　　　　　　　　　鎧　　　　　　　　　　　　　　　号表色　　　　　　　　　　　　　　　番を地　　　　　　　　　　　　　　　　、係　、　　　　　　　　　　　　　　　は関は　　　　　　　　　　　　　　　図の色　　　　　　　　　　　　　　　列号ブ　　　　　　　　　　　　　　　配記イ　　　　　　　　　　　　　　　子色ラ．　　　　　　　　　　　　　　　端とト　　　　　　　　　　　　　　　・の色ス　　　　　　　　　　　　　　　タ線線　　　　　　　　　　　　　　　クドド　　　　　　　　　　　　　　　ネ　『　一　　　　　　　　　　　　　　己コリリ　　　　　　　　　　　　　　…5　　　　　　　　　　　　　　注L且3　　　　　　　　　一3　ブ　C　　　　　　　　　レ乙　相　凹�o　チ　　晶三「0　　　　ツ　　　　　　ル63　　　イ　　　　　マ〜ト　　ス　　　3　　幻柾　　え　　　　サ3　　β．＝．．　　替S　　　Z　lQ流　　切A　　　　H　　T5電　　　　　　　引馳　　CG　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　なY）U〔Y）ETC（Y）（　　　　W　）　A　　　　　Y　5　　　　　）　／　　　　　Tη50　　洲　　　　（CO　　　　ηA　＞aく）2　　1＞6」・O）k　　＞〔妄））VOO3〜ω計圧電＞（年）　　　＞（年0）k　τチツイスえ替S切V＞〔←ト）6　5＞〔に。）響　Nq9　Y　）　W　（V　　a�p）〕V＞（⊃）》（務＞）＞（＞）＞…）　8Y）U（Y）V（Y）W（＞（⊃）23V初1　　　　＞（＞）78RWLUVW抜アブ一工ンレ　X動ポリ　P自購鰍　　）計取驚F周娼　　（＞（⊃）　　　＞〔＞）71NC　　2　　N　　C＞〔⊃）　　R　　／　　W　　8　　）　　O　　U　　〔l　　I　　−　　1R／W8）OU（『」／W8）OW（1B22）0τ（B22）02（B22）03（」＼ヌ　ー」＼3uうoD．O1」＼ヌmo⊃．0　1B22）1（1B22）12κB22）2（ー　B　2　2　）　1　3　（ーB22）3（ー　　　　　　　　B　　　　　　　　2　　　　　　　　2　　　　　　　　）　　　　　　　　0　　　　　　　　（ー　　1　　9　　9　　1　　1　　［　　1　　，」＼ヌmoD．O＞〔O⊃）　　　　B　　　　2　　　　2　　　　）　　　　1　　　　↑　　　　｛　　　　「　　　　『　　　概　　　懸　　　蘇、　　　堅　　　》　　　ブ　L　／　W　8　）　O　W　（1　　騨9F　　　　　　　　　　　　　　　　　rn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Y一一一　　　　3　　　N　　　CrY　　1　R3　V　ACA＜3　3＞＼ヌ田oo．O　　　　一D　6　N　ClII『臼＞≧雷．03　−1−q−1ー一4　　　C8　R　O　gNA21BJKrGSO　AI　W　5　8　0馳−卒　　　　　　　　　　　　　　rc　「　一　一　冒JG　r4GNV2　　　1　　　一　　　　ド　　　　『　　　　オ抗　　　イ抵　　　ダ　B　5　8　06緊　　驚　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K　冒　　GV121　　　　　　1　　　　〔∠　一R　　　　　e　　　　　．　　　　Rヌのo⊃。0　　1×5端子台（6極）　　90R電圧調整器45指示なきリード糠の太さは、0．75mm2とする。カッコ内記号は、線番を示す。ターミナルポストRu1UQSWOw1TlCN�kセント0E窒融NCCN2”歯CN3　1　2　3麟…鰯4NCCN5　　　　1笹・CN6123　　　翻表1．リード線色…養色　名色　記　号黒B白w赤R緑G黄Y茶色Br青L着葉色Lg橿On紫Vi灰Gr84X，PX（ソケット）［∪○ooOζH一怠CN2　　オ」レタネータ　　　　　　　1　　　　　響・CN31　2　34CN41　2　3田u、　　　匡　EB60口Φ匡＼濠■センサEB50　　　　　　　　　　　　　　　　　　S3Rオルタネ。タ響　　　幽　．餌．液面検出塞板　　　　　　　　　　　　　　4　　5　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　リード線色衰5Y色　名色　記　号　　　　　　　　　　　　　暗3R1黒BB　E　L　R　　　　　象圧センサ水題スイツヂ　　　　ホ塵センサ　　　　　　　　パツデリ…留　部磯空　　　　　　　　　　　　　　　2　　3エアクリ噸ナ目糖りスイツチ　　　　　　　塗εスイワチ　　　　　　　　9コセンサ白w21　　　　　　　　　　　　　　　潅巳嬢田務腹昌　　　　　轟赤R緑Gスタータ鍵料フロ。ト　スイツチ　　　　〔　〔（』（OZ⊃Zく一〇）　）　〕　）ソレノイド黄YCN2　m茶色Br1胃LEB60n3B的mCN3432111」〔DCN5若葉色Lgmmo＞＼ono橿Or・moり三皿＼＞＞＼3m￥二肛＼23　伍OD＼　田紫Vl一　　十パツデリ匡匡＼3＝；〉一一　　　十パツデリmLO匡肛＼＞配3＼」」N�@内灰Gp　　　　　　　　　　CNl　　　　　　　　　　　　　l　2　3　4＿　繭O　o」＼＞mm　　　　　　　　『…＝9−CN6　水璽　慈屋　充電工ア7イル　パツデリ　無蟹　霊縣1　曽E／G蹴ディ　　　〔GR）5Br5368421グ回一インジケータmm3切N“口＼＞＞一ヌ田＼ヌζ＼3CN1CN4435126δ（Br）し／R　　　　　5　6　空　815　ワ仲ハーネス齢部缶　　　　　　　（8種）ヌ＼」」＼＞JNm6うα＼m　GIB、　　　　’1G／Bヒューズぷックス6阿層05昨階俸止スイツチ2L／Y　　　2L／R（Acc）Ww／2W’　　　　　、q』　　　　」　　RRl　　BBrW3RIW1・10A：2wwdP　　　　、、　　　　　’Acc　　　　　　　Cスタータスイリチ〔Acc）1．25R　10　WW　　　　　　　　3一一一84（8）2R　　　10AW／4B／R0．5GIYL／W5L’　　　　、、　　　　　4〔C）B／WwVR2　m　（乙島wlVR164　　　　6’τネルスイツ窃　　　　2〔T5）翼／B6G／Yヂ　　　　　、、　　　　4；＼のo＼；mα田＞切≧＼mm3＼o四肛＼JNCN102皿　oo＼　ヌα＼o匡＼」��　　　　　o　　　　　＼　　　　　3（PL）W／　≧CN9J＼＞momm＼＞弐＼o匡＼omOD＼o3十＞＼3（巳9u＝3　　CN8匡＼m　W／7R’　　　　　、、　　　　」卜43156＼江8321765832m＼＞176531CN122＞＼oαコ匡＼2α￥o肛＼」＞＼」≧＞＼3〉一匡＼＞＞＼；＞匡￥＞」α＼」の＼」的＼≧（Σξuヌ＼皿田UD　　匡　　＼　　JCN11田（ン＼α（」き）om￥＞J匡＼」；」の�p−B　　　CN6　　　　　5　　4　2繍ρ　　　　　、1532）、　m　〔　Z　）’　　、、　　’　≧＿　十CN713〔ooく）一S　R　EBC1536243156　　　邸　冒4、48321765　　48321765一5脈齢1　PL　　　　　　　Pヂ露電蜜ま　　　　　　エア痕2　　　バネルヲイト　ポン7簿E騎　　　ホ量欝Ac司”　　　　　　直ノィ醤”1　　　エマージェンシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9Eリレ。　　　　　　　　　水露リレー’鱈多台（6響）スタ〜ターキースイツチ接続表セー7デイリレー2　レ2V灘13　　一N　　セC　　　　端子一位置BBrAocR1R2C停止O予熱運転始動ソレノイドリレーCN11　　6：盲ソレノイドリレーエマージェンシ　タイマCN10　　　1　4　5南　　3　2　6　　エマージェンシ　タイマ注記1．コネクタの端子配列図は、番号付きコネクタ側のかん合面より見たものとずる・2．リード線色と色記号の関係を表1．に記すD3．リード線ストライフ色は、地色／ストライフ色で記す。4．指示なきリード線の太さは、O．85mmZとする。5，カッコ内言己号は、線番を示すσCN99Eリレ。蝋空　　　　　5油圧リレーCN8水露リレー蝋空　　　　　5水温リレーCN7県　　1　2　3回転計水璽慈屋充電エア7イルタ13　空　7　6モ二夕一パツデリ無蟹霊縣［∪○“�pOζH一一轟H▽“V翻劉回齪図島CN2　　オ曇レタネータ　　　　　　　1　　　　　冨・CN3脳CN41　2　3mω　　　α　EB601簸己センサEB60　　　　　　　　　　　　　　　　　　S5Y3Rオル9ネータ警　　　圏　．餌．　　　　　　　　　　　　　　　　4　　5　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　リード線色表液面検出基板　　　　　　　　　　　　　ワイヤハーネス緬台部色　名色記号　　　　　　　　　　　　II　　　スター93RCNl　庄　ぼ　＼　＞CN4黒BBE　　R　　　　短丘センサホ奮スィッヂ　　　　水皿センサ　　　　　　　　パッテリ　　　　　�戟@ぽ　　　　　　　　　　　　　2　　3エアクリーナ目鴨リスイツテ　　　　　　麹Eスィッチ　　　　　　　　タコセンサ白w赤R21　　　　　　　　　　　　　　濠8検出茜蟹昌　　　　　昌緑G盤斜70一ト　スイツ…F　　　（　（（ト（OZ⊃Z（h40）　）　）　）ソレノイド夷YCN2　田茶色Br43青L3BODo31CN3432115若葉色LgEB605Br」　　　　　　o口mのO三田o肛＼＞mo＞一＼omoCN5　　α＝橦Orヌm＼＞＞＼ヱm＼ヌCN13ヌ2　　　　3紫Vi一　　十パツチリ一　　十パツデリ匡径＼3αコ田従3＼」」　　　　　　〔n〔’￥l　　　　　c￥1α⊃＼　mOOα：　，＼灰Gr・　　　　　　　　　CNl　　　　　　　　　　　　1　2　3　4＿．藤ODoり03」＼＞m　　　　　　　壱二ターCN6　水湛　麹径　充竃工ア7イル　パ穿ヲリ　液穰　綴職1E！Gぷディ　　（GR）5B卜5368421m智　　　　　グローインジケータ三m内一m＼＞＞一＼三m＼ヱα＼3o∩り＼43S1　　　　26　　虜Br（Br）L／R　　　　　5　5　空　811　ワ仲ハーネス儲部お　　　　　　（8極）ヌ＼」」＼＞．」　　　　　　ODfN　　　　　　Oつ匡＼o⊃G／、　　　　夕WIL2w’　　　　、、　　　　　」スタ。タスイツチ　　難霧停止スイツチ2L／Y　　　　2LIR（Acc）Wヒューズポツクス　　R2Rl　　B6巨冒。5w3R／Ww♂　　　　、�d　　　　♂1’10A：2　10　　WCAcc　　（Acc）1．25RwwW／G4BIR（B）2R3一一一4　10A0．5GIYL／W5L‘9　　　　、、　　　　　4（C）B／W翼VR264wlVR1　　　　6パネルスイツ…F　　　　2（TS）W／B6G／Y’　　　　、、　　　　　4田LIRに＼」α＼」ヱ＼o匡N肛＼JNCN10OD皿o＼；肛＼o匡＼」o　　　　o　　　　＼　　　　苫（PL）翼／B因　苫CN9」＼＞田om」￥3　≧CN8の＼｝三＼o仁＼omm＼o〔⊃）〉一〕＼OD＼3山肛mン田3＼mm2　　α　　＼　　JCN11肛口　W／7R」ρ　　　　、、　　　　443156F83217658321765＼31y＞＼；＞α＼ンm＼＞」に￥」の￥一3♪＼ヌ＞一α＼＞m＼＞」肛＼」口＼」〔o⊃）＞CN122α＼3α＼o匡＼」＞＼」＞＼3（氏9um＼3（Σξu三＼o⊃m田＞＼��3＼α〔」ヌ）B　　　CN6　　　　　5　　4　2薦♂　　　　、ooo3＼匡3田m3uUO　山　〔　z　）153口（Z）、’　的　（　Z　〕’　　、、　　4　≧＿　÷CN721　　　の　冒’、48176548321765十一圏転騰1265343（00く）一S　REBC、36243．S632角1　PL　　　　　　　P露電羅奪　　　　　工ア惣豊　　パ皐ルライト　ポン7短E計　　　＊糧既麹僅リレ　　　　　　　　　　＊盤リレAcclヨ虚駈検出ユ＝ツトCN13画過回転検出ユ＝ット．幽qc」罎子台（6“）スターターキースイツチ接続表セーフデイリレ葡CN12　3　　　2v　セーフテイリレー人y　　　　端子一位遣BBnAccR1R2C停止O予熟運転始動ソレノィドリレーCM1　　61嵐ソレノイドリレーエマージエンシ　タイマCN10　　　1　4　5巌　　3　2　6　　エマージェンシ　　タイマパ皐ルライト注記1．二】ネクタの端子配列図は、番号付きコネクタ側のかん台面より見たものとする。2．リード線色と色記号の関係を表1．に記す。3．リード線ストライプ色は、地色／ストライプ色で記す。4．指示なきリード線の太さは、0．85mm2とする。5．カッコ内記号は、線番を示す。CN9題εリレー噸空　　　　　5油圧リレーCN8水露リレー畷空　　　　　5水温リレーCN7県　　1　2　3計転回水湛麹径充竃エア7イルタ13　空　7　5モニターパ穿ヲリ液穰綴職［UO�@oO竃HL」まCN2會L　　　　RオルタネータCN31　2　34幽　バツテリ液面検出墨板CN5　　　P2　A繭　E　P1　日モータストッパー褒1、リード糠色哀　　【　　＼　　＞　　匡EBδ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バツァリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7−1一ペオルタネータ　　　　　　　　　　液面検出墨板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E円　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モータストッパー油圧スイツチ　　モータストッパー63Q　　　　　　　　　　鱒センサ　ニ　　　　　　　　　55CN5　配m＼　口mα＝　＼色　名色　記　号黒B白回赤R面センサ　HEB60HEB60　　　　　　　　　　　　　　　　B　S5YオルタネータCN3α￥＞緑G黄Y　　　　　　　　　　　　一1　　　スタータ5R茶色BrBE　LR水温スイツチ　　　　　　　　　　水温センサ　　49田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バツテリエアクリーナ目陪りスイツチ　　　63A宵LL；　　　　　　　　　　　　　液面捜出基板若葉色Lg橿OrF／0レペル　33F　　　〔　（〔トAOZ⊃Z〈一・OV　）　）　〕黙Vi油圧センサ　　ニ　　　　　ロ灰GrCN2　口43　1　高水温　低油圧充電不罠工アクリーナ目結り　パツテリ液面減　燃料残グローブラグII　　　　　　　　　益1321Ilm一｝＼」匡＼」＞＼」田mのmoヌmo配＼＞no＞￥o田o3【口￥ン口￥3匡Lo1　　　ぐ　　　＞NユmFα］一　　十　　　　　　一　　十バツテリ　　　　パツテリ￥庄【＼3o3》￥3」三￥」こ￥」＞＼＿1田FG　　　　　（GR）5B　　　スタータスィ・・　　　　　　　　R2　　　　　　R18　　　　　　　C　　　虜チBrIIICN4口　　　　　　グ0一インジケータ冒m＼ヌm￥》四＼3配＼｝CM4352　　　　6》￥ヌ」＼＞」ヱ＼」庄＼J〉一＼」mα￥G！B　　　　　　　　モ＝ターCN6口1GIB　　　ヒューズポツクス　　　　　ー　　　　冒　　　60　05W／L　　　　　　　　　W／しW！L2ww3R／WAccR　　1・10A，2　L！RW／R　　　10A　wWWw　　　　　　3　一一　4B！WW／G4BIR64wPXO．5G！YOr5L」B騨184x　　　　　6パネルスイツチ　　　　　26G／Y、ノ、’’、、」＿　　Y／R、口m＼oW！R7R♂、　　　　　　　　　　　　ヌ5E非常停止スイッチ　　＼　　　　　　　　　　　　m＼33￥mのm」匡＼」》￥」CMO口3＼口匡￥＞α二　》一＼　￥」　」＼」」￥3m，（Z）3＼ζ〔」；）》＼m＞＼m　苫CN9」￥》一m仁＼＞m＝3　CN8口＼＞口庄＼＞8321765832175｝庄￥CN7ノCN12231口ω￥33＼》3＞＼コ＝」＼　」」口￥零o3＞￥3＞仁＼》o＼＞」＞￥2》α＼＞m＼＞」ユ￥」皿3仁　　」　　＼　3CN11匡＼」＝Jコ＝＞￥u口皿￥；u田B￥135o2　　m　　　〔　　　Z　　　）　　　、、　　　　　　　＝＿　　　　　　　　　十　　　4一6SS　R　EBC1356uoo一理Acc　　　　m　　＝ノ、4832176548321765十し　PL　　　　Pし　　　　　P，発篭豪示　　　　　　　　　工ア抜壱　　　　パネルライト　　ポンブ油圧計　　　　　　　　　　水温計5Y　　　　　　　　5Xセーフテイリレー　　ソレノイドリレー63QX　　　　　　　　　49WX油圧リレー　　　　　　水温リレーE肝　エマージエンシ　CNl23　　　2マlYCN11　　61恵5XタイマCN10　E凹TC　PI　E愚T　P2P2’・輔53QX嚢翻　回転計　CN75　5嶺　　4　3　回転野CN6温水高低油圧充電不罠エアクリーナ目結り幽．5　　　　　3モ＝ターパツテリ液面減燃料残スターターキースイッチ接続表　　　　端子一位魔BBr25CR150AR250AC20A停止0予黙通転娼動注記1．コネクタの端子配列図は、番号付きコネクタ側のかん合面より見たものとする・2．リード線色と色記号の関係を表1。に記す。3．リード線ストライフ色は、地色／ストライブ色で記す。4．指示なきリード線の太さは、0．85mmZとする。5．カッコ内記号は、線番を示すD［∪OOoOζH］8爵　．／く＿認ツψe。s踊曲�qa保証書　　　（Type−B）o、＼＿ノ■　P曝oこのたぴは新ダイワ製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。お買い上げいただいた製品につきましては、つぎの通り保証いたします。1．保証期間無償保証修理を受けられる期間はお買い上げ日から1年間といたします。但し‘つぎの使用開始後の累計時間を経過したものは保証いたしかねます。　　・発電機　　　　　�@10kW未満は600時間　　　　�A1σkW以上は1，000時間　　・エンジン溶接機　�@ガソリンエンジンは600時聞　�Aディーゼルエンジンは1，000時聞2　保証内容保証期間に通常の使用状態で本機を構成する部品に材料または製造上の不具合が発生し、弊社がこの欠陥を認めた場合にかぎり、修理を無償でいたします。3。保証の適用除外つぎに示すような場合は保証期間中であっても有償修理となります。　（1）取扱説明書に示す正しい取扱い操作や日常・定期点検、保管方法を行なわなかったために生　　　じた故障　（2）弊社が示す仕様の限度をこえて使用したために生じた故瞳　（3〉弊社が認めていない改造・変萸が原因となって生じた故障　（4）弊社のサービス指定工場および弊社が認めたところ以外で修理し、それが原因で生じた故障　く5）弊社の純正部品以外の部品を使用したために生じた故障　（6）時の経過による変化（塗装面・メッキ面の自然退色、発錆など）　（7）一般的に品質、機能および安全上に全く影響がないと認められる音、振動、オイルのにじみ、　　　外観上の軽微なキズなど　（8）自然災害または事故、過失、不往意による本機の損傷　（9）一般消耗品等で使用上における自然摩耗と認められるもの　（10）バッテリー溶接機、エンジンスターターなどに使用されるバッテリー　U1）製品が日本国外で使用された場合4．注意事項　（1）本保証書の提示なき場合または記載内容の不備あるいは改訂のある場合は保証しかねる場合　　　があります。　（2）本機の故障に起因するまたは関連するあらゆる損失および費用は保証の範囲から除外させて　　　いただきます。　（3）保証書の再発行はいたしませんので、大切に保管してください。機種（型式名）：製造番号＝お買い上げ日：年月臼おお名前：印客おところ＝〒様TEL：ご職業：販住所＝　　�d売店へ店名：TEL：印臨羅響轄圃史P呈9701−0200547~ ~ ./="":~=:1,,:::^~i~"':; 



